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(57)【要約】
【課題】ウエイトを移動することができる新たな構造の
提供。
【解決手段】ゴルフクラブヘッド１００は、キャビティ
ｖ１を備えたヘッド本体ｈ１と、キャビティｖ１に取り
外し可能に取り付けられているウエイトｗ１と、ヘッド
本体ｈ１に開閉可能に取り付けられ、閉状態ではキャビ
ティｖ１の少なくとも一部を覆うカバーｃ１と、を有し
ている。ウエイトｗ１が、キャビティｖ１内におけるス
ライド移動が可能な状態でキャビティｖ１に取り付けら
れている。前記閉状態において、カバーｃ１が、ウエイ
トｗ１に押圧力を付与している。ウエイトｗ１は、前記
押圧力によって増大した静止摩擦力でキャビティｖ１に
固定されていてもよい。キャビティｖ１は、スライド溝
を構成していてもよい。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キャビティを備えたヘッド本体と、
　前記キャビティに取り外し可能に取り付けられているウエイトと、
　前記ヘッド本体に開閉可能に取り付けられ、閉状態では前記キャビティの少なくとも一
部を覆うカバーと、
を有しており、
　前記ウエイトが、前記キャビティ内におけるスライド移動が可能な状態で前記キャビテ
ィに取り付けられており、
　前記閉状態において、前記カバーが、前記ウエイトに押圧力を付与しているゴルフクラ
ブヘッド。
【請求項２】
　前記ウエイトが、当接部を有しており、
　前記キャビティが、前記当接部に当接する摺動部を有しており、
　前記スライド移動では、前記当接部が前記摺動部に対してスライドする請求項１に記載
のゴルフクラブヘッド。
【請求項３】
　前記キャビティが、前記ウエイトをスライドさせるためのスライド溝を構成しており、
　前記ウエイトが、前記スライド溝におけるスライド移動が可能な形状を有している請求
項２に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項４】
　前記当接部が、第１当接部及び第２当接部を有しており、
　前記摺動部が、前記第１当接部に当接する第１摺動部と、前記第２当接部に当接する第
２摺動部とを有しており、
　前記第１当接部が、前記ウエイトの第１の側面であり、
　前記第２当接部が、前記ウエイトの第２の側面であり、
　前記第１摺動部が、前記スライド溝の第１の側面であり、
　前記第２摺動部が、前記スライド溝の第２の側面である請求項３に記載のゴルフクラブ
ヘッド。
【請求項５】
　前記当接部の形状が、前記摺動部の形状に沿っておらず、
　前記スライド移動の可動範囲のあらゆる位置において、前記当接部と前記摺動部との接
触箇所が３箇所以上である請求項２に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項６】
　前記スライド移動中における前記ウエイトと前記キャビティとの接触が、前記当接部と
前記摺動部との接触のみである請求項２から５のいずれか１項に記載のゴルフクラブヘッ
ド。
【請求項７】
　前記ウエイトが、前記カバーが前記開状態であるときに重力により前記キャビティから
脱落しうる状態で前記キャビティに取り付けられている請求項１から６のいずれか１項に
記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項８】
　前記ウエイトの前記スライド移動が、前記押圧力によって増大した静止摩擦力のみで阻
止されている請求項１から７のいずれか１項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項９】
　前記カバーが、前記スライド移動における複数位置のそれぞれで前記ウエイトに係合す
るカバー係合形状を有しており、
　前記ウエイトが、前記閉状態の前記カバーにおいて前記カバー係合形状に係合するウエ
イト係合形状を有している請求項１から８のいずれか１項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１０】
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　前記カバーが前記閉状態にあるとき、前記ウエイトの少なくとも一部が視認されうる請
求項１から９のいずれか１項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１１】
　前記カバーが前記閉状態にあるとき、前記ウエイトの一部が外部に露出している請求項
１０に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１２】
　前記カバーが窓部を有しており、
　前記カバーが前記閉状態にあるとき、前記スライド移動の可動範囲のあらゆる位置にお
いて、前記ウエイトの一部が前記窓部から視認される請求項１０に記載のゴルフクラブヘ
ッド。
【請求項１３】
　前記カバーの少なくとも一部が透明性を有しており、
　前記カバーが前記閉状態にあるとき、前記スライド移動の可動範囲のあらゆる位置にお
いて、前記ウエイトの少なくとも一部が前記カバーを通して視認される請求項１０に記載
のゴルフクラブヘッド。
【請求項１４】
　前記ウエイトが、前記カバーに係合するウエイト係合部を有しており、
　前記カバーが、前記ウエイト係合部に係合するカバー係合部を有しており、
　前記ウエイト係合部と前記カバー係合部との係合が、前記スライド移動の可動範囲のあ
らゆる位置において維持されており、
　前記ウエイト係合部と前記カバー係合部との係合により、前記ウエイトが前記カバーか
ら分離しないように前記カバーに取り付けられている請求項１から１３のいずれか１項に
記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１５】
　前記ウエイトが、第１姿勢と前記第１姿勢を上下反転した第２姿勢とのいずれにおいて
も前記スライド移動を可能とする形状を有している請求項１から１４のいずれか１項に記
載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１６】
　前記上下反転により、前記ヘッドの重心位置が変化する請求項１５に記載のゴルフクラ
ブヘッド。
【請求項１７】
　前記押圧力により接触圧が高まる部位に弾性体が設けられている請求項１から１６のい
ずれか１項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１８】
　前記カバーの第１端部が第１のカバー取付部材によって前記ヘッド本体に固定されてお
り、
　前記カバーの第２端部が第２のカバー取付部材によって前記ヘッド本体に固定されてお
り、
　前記第１のカバー取付部材を取り外した状態で、前記カバーが前記第２端部を中心とし
て回動しうる請求項１から１７のいずれか１項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１９】
　前記第１のカバー取付部材がネジであり、
　前記第２のカバー取付部材がネジである請求項１８に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項２０】
　前記第１のカバー取付部材がネジであり、
　前記第２のカバー取付部材が蝶番である請求項１８に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項２１】
　キャビティを備えたヘッド本体と、
　前記キャビティに取り外し可能に取り付けられているウエイトと、
　前記ヘッド本体に開閉可能に取り付けられ、閉状態では前記キャビティの少なくとも一
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部を覆うカバーと、
を有しており、
　前記ウエイトが、前記キャビティ内におけるスライド移動が可能な状態で前記キャビテ
ィに取り付けられており、
　前記カバーが、前記スライド移動における複数位置のそれぞれで前記ウエイトに係合し
うるカバー係合形状を有しており、
　前記ウエイトが、前記閉状態の前記カバーにおける前記カバー係合形状に係合するウエ
イト係合形状を有しているゴルフクラブヘッド。
【請求項２２】
　前記カバー係合形状が、前記スライド移動における複数位置に形成された複数のカバー
凹部又はカバー凸部であり、
　前記ウエイト係合形状が、前記カバー凹部又はカバー凸部に係合するウエイト凸部又は
ウエイト凹部である請求項２１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項２３】
　キャビティを備えたヘッド本体と、
　前記キャビティに置かれているウエイトと、
　前記ヘッド本体に開閉可能に取り付けられ、閉状態では前記キャビティの少なくとも一
部を覆うカバーと、
を有しており、
　前記ウエイトが、前記キャビティ内におけるスライド移動が可能な状態で前記キャビテ
ィに置かれており、
　前記閉状態において、前記カバーが、前記ウエイトに押圧力を付与しているゴルフクラ
ブヘッド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、ゴルフクラブヘッドに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特開２０１６－１０５７９号公報は、ソール部の開口に取り付けられるウエイト本体と
、このウエイト本体に着脱自在に取り付けられる少なくとも１つの調整ウエイトとを備え
たゴルフクラブヘッドを開示する。ウエイト本体はヘッドの内部空間側へ突出するように
形成されている。前記調整ウエイトは、前記ウエイト本体内の収容空間において、前記開
口側と前記内部空間側との間を移動しうる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１６－１０５７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明者は、ウエイトの位置が変更されうる構造について、新たな構造を見いだした。
この構造は、従来の構造からは得られない効果を奏する。
【０００５】
　本開示は、ウエイトを移動することができる新たな構造を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一つの態様では、ゴルフクラブヘッドは、キャビティを備えたヘッド本体と、前記キャ
ビティに取り外し可能に取り付けられているウエイトと、前記ヘッド本体に開閉可能に取
り付けられ、閉状態では前記キャビティの少なくとも一部を覆うカバーと、を有している
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。前記ウエイトが、前記キャビティ内におけるスライド移動が可能な状態で前記キャビテ
ィに取り付けられている。前記閉状態において、前記カバーが、前記ウエイトに押圧力を
付与している。
【０００７】
　別の態様では、ゴルフクラブヘッドは、キャビティを備えたヘッド本体と、前記キャビ
ティに取り外し可能に取り付けられているウエイトと、前記ヘッド本体に開閉可能に取り
付けられ、閉状態では前記キャビティの少なくとも一部を覆うカバーと、を有している。
前記ウエイトが、前記キャビティ内におけるスライド移動が可能な状態で前記キャビティ
に取り付けられている。前記カバーが、前記スライド移動における複数位置のそれぞれで
前記ウエイトに係合しうるカバー係合形状を有している。前記ウエイトが、前記閉状態の
前記カバーにおける前記カバー係合形状に係合しうるウエイト係合形状を有している。
【０００８】
　別の態様では、ゴルフクラブヘッドは、キャビティを備えたヘッド本体と、前記キャビ
ティに置かれているウエイトと、前記ヘッド本体に開閉可能に取り付けられ、閉状態では
前記キャビティの少なくとも一部を覆うカバーと、を有している。前記ウエイトが、前記
キャビティ内におけるスライド移動が可能な状態で前記キャビティに置かれている。前記
閉状態において、前記カバーが、前記ウエイトに押圧力を付与している。
【発明の効果】
【０００９】
　一つの側面として、ウエイトを移動することができる新たな構造が提供されうる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、第１実施形態のヘッドをクラウン側から見た斜視図である。
【図２】図２は、第１実施形態のヘッドの底面図である。
【図３】図３は、第１実施形態のヘッドの分解斜視図である。
【図４】図４（ａ）は図２のＡ－Ａ線に沿った断面図であり、図４（ｂ）は図４（ａ）の
変形例を示す断面図である。
【図５】図５は、第１実施形態に係るヘッド本体の斜視図である。
【図６】図６（ａ）及び図６（ｂ）は、図１のヘッドのキャビティにおけるウエイトの移
動を示す斜視図である。
【図７】図７（ａ）は第１実施形態のヘッドに係るカバーを外側から見た斜視図である。
図７（ｂ）はこのカバーを内側から見た斜視図である。
【図８】図８は、変形例のウエイトとヘッド本体とを示す斜視図である。
【図９】図９は、他の変形例のウエイトとヘッド本体とを示す斜視図である。
【図１０】図１０は、他の変形例のウエイトとヘッド本体とを示す斜視図である。
【図１１】図１１（ａ）は変形例のカバーを外側から見た斜視図であり、図１１（ｂ）は
このカバーを内側から見た斜視図であり、図１１（ｃ）はこのカバーと共に用いられる。
ウエイトの斜視図であり、図１１（ｄ）はこれらのカバーとウエイトとが係合した状態を
示す斜視図であり、図１１（ｅ）はこれらのカバー及びウエイトがヘッド本体に装着され
た状態を示す断面図である。
【図１２】図１２は、第２実施形態のヘッドの底面図である。
【図１３】図１３は、第２実施形態のヘッドの分解斜視図である。
【図１４】図１４（ａ）は第２実施形態に係るカバーを外側から見た斜視図であり、図１
４（ｂ）はこのカバーを内側から見た斜視図であり、図１４（ｃ）はこのカバーと共に用
いられる。ウエイトの斜視図であり、図１４（ｄ）はこのウエイトの分解斜視図であり、
図１４（ｅ）はこのカバーに前記ウエイトが取り付けられた状態を示す斜視図である。
【図１５】図１５は、第３実施形態のヘッドの底面図である。
【図１６】図１６は、第３実施形態のヘッドの分解斜視図である。
【図１７】図１７（ａ）は第３実施形態に係るカバーを外側から見た斜視図であり、図１
７（ｂ）はこのカバーを内側から見た斜視図であり、図１７（ｃ）はこのカバーと共に用
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いられる。ウエイトの斜視図であり、図１７（ｄ）はこのウエイトの分解斜視図であり、
図１７（ｅ）はこのカバーに前記ウエイトが取り付けられた状態を示す斜視図である。
【図１８】図１８は、第４実施形態のヘッドの底面図である。
【図１９】図１９は、第４実施形態のヘッドの分解斜視図である。
【図２０】図２０（ａ）は第４実施形態に係るカバーを外側から見た斜視図であり、図２
０（ｂ）はこのカバーを内側から見た斜視図であり、図２０（ｃ）はこのカバーにウエイ
トが取り付けられた状態を示す斜視図である。図２０（ｄ）はこのカバー及びウエイトの
分解斜視図である。
【図２１】図２１（ａ）は第５実施形態のヘッドの底面図であり、図２１（ｂ）は第５実
施形態に係るカバー及びウエイトの分解斜視図である。
【図２２】図２２は、第６実施形態のヘッドの平面図である。
【図２３】図２３は、第６実施形態のヘッドの背面図である。
【図２４】図２４は、第６実施形態のヘッドの斜視図である。図２４では、カバーの一端
部の固定が外され、カバーが回動して開状態となっている。
【図２５】図２５（ａ）及び図２５（ｂ）は、第６実施形態のヘッドの背面図である。図
２５（ａ）及び図２５（ｂ）では、カバーの一端部の固定が外され、カバーが回動して開
状態となっている。
【図２６】図２６は、第７実施形態のヘッドの平面図である。
【図２７】図２７（ａ）は変形例のヘッドの斜視図であり、図２７（ｂ）は他の変形例の
ヘッドの斜視図である。
【図２８】図２８（ａ）は他の変形例のヘッドの斜視図であり、図２８（ｂ）は他の変形
例のヘッドの斜視図である。
【図２９】図２９（ａ）は他の変形例のヘッドの底面図であり、図２９（ｂ）は他の変形
例のヘッドの底面図である。
【図３０】図３０はカバーの固定構造の一例を示す断面図である。
【図３１】図３１はカバーの固定構造の他の一例を示す断面図である。
【図３２】図３２はカバーの固定構造の他の一例を示す断面図である。
【図３３】図３３（ａ）及び図３３（ｂ）はカバーの固定構造の他の例を示す平面図であ
る。
【図３４】図３４（ａ）はウエイト及びキャビティの変形例を示す断面図であり、図３４
（ｂ）はウエイト及びキャビティの他の変形例を示す断面図である。
【図３５】図３５はウエイトの変形例を示す断面図である。
【図３６】図３６（ａ）及び図３６（ｂ）は、ネジによるカバーの固定構造を示す断面図
である。
【図３７】図３７は、ヘッドの基準状態を説明するための概念図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、適宜図面が参照されつつ、実施形態が詳細に説明される。
【００１２】
　本願では、基準状態、基準垂直面、フェース－バック方向、トウ－ヒール方向及び上下
方向が定義される。所定のライ角及びリアルロフト角で水平面ＨＰ上にヘッドが載置され
た状態が、基準状態とされる。図３７が示すように、この基準状態では、水平面ＨＰに対
して垂直な平面ＶＰに、ホーゼル孔の中心線Ｚが含まれている。前記平面ＶＰが、基準垂
直面とされる。所定のライ角及びリアルロフト角は、例えば製品カタログに掲載されてい
る。
【００１３】
　本願においてトウ－ヒール方向とは、前記基準垂直面ＶＰと前記水平面ＨＰとの交線Ｎ
Ｌの方向である（図３７参照）。
【００１４】
　本願においてフェース－バック方向とは、前記トウ－ヒール方向に対して垂直であり且
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つ前記水平面ＨＰに対して平行な方向である。
【００１５】
　本願において上下方向とは、前記トウ－ヒール方向に対して垂直であり且つ前記フェー
ス－バック方向に対して垂直な方向である。換言すれば、本願において上下方向とは、前
記水平面ＨＰに対して垂直な方向である。
【００１６】
　本願において、フェースセンターＦｃが定義される。フェースセンターＦｃは、次のよ
うに決定される。まず、上下方向およびトウ－ヒール方向において、フェース面の概ね中
央付近の任意の点Ｐｒが選択される。次に、この点Ｐｒを通り、当該点Ｐｒにおけるフェ
ース面の法線方向に沿って延び、かつトウ－ヒール方向に平行な平面が決定される。この
平面とフェース面との交線を引き、その中点Ｐｘが決定される。次に、この中点Ｐｘを通
り、当該点Ｐｘにおけるフェース面の法線方向に沿って延び、かつ上下方向に平行な平面
が決定される。この平面とフェース面との交線を引き、その中点Ｐｙが決定される。次に
、この中点Ｐｙを通り、当該点Ｐｙにおけるフェース面の法線方向に沿って延び、かつト
ウ－ヒール方向に平行な平面が決定される。この平面とフェース面との交線を引き、その
中点Ｐｘが新たに決定される。次に、この新たな中点Ｐｘを通り、当該点Ｐｘにおけるフ
ェース面の法線方向に沿って延び、かつ上下方向に平行な平面が決定される。この平面と
フェース面との交線を引き、その中点Ｐｙが新たに決定される。この工程を繰り返して、
Ｐｘ及びＰｙが順次決定される。この工程の繰り返しの中で、新たな中点Ｐｙとその直前
の中点Ｐｙとの間の距離が最初に０．５ｍｍ以下となったときの当該新たな位置Ｐｙ（最
後の位置Ｐｙ）が、フェースセンターＦｃである。
【００１７】
　特に説明しない限り、本願において「上側」とは、ヘッドの外側を意味し、「下側」と
は、ヘッドの内側を意味する。
【００１８】
［第１実施形態］
　図１は、第１実施形態のゴルフクラブヘッド１００をクラウン側から見た斜視図である
。図２は、ヘッド１００をソール側から見た底面図である。図３は、ヘッド１００の分解
斜視図である。図４（ａ）は、図２のＡ－Ａ線に沿った断面図である。
【００１９】
　ヘッド１００は、フェース部１０４、クラウン部１０６、ソール部１０８、及びホーゼ
ル部１１０を有する。フェース部１０４は、打撃面１０４ａを有する。打撃面１０４ａは
、フェース部１０４の外面である。打撃面１０４ａは、フェースセンターＦｃを有する。
クラウン部１０６は、クラウン面１０６ａを有する。クラウン面１０６ａは、クラウン部
１０６の外面である。ソール部１０８は、ソール面１０８ａを有する。ソール面１０８ａ
は、ソール部１０８の外面である。ホーゼル部１１０はホーゼル孔１１２を有する。ヘッ
ド１００は、その内部に中空部Ｓ１を有する（図４（ａ）参照）。この中空部Ｓ１は、フ
ェース部１０４、クラウン部１０６及びソール部１０８で囲まれている。フェース部１０
４、クラウン部１０６及びソール部１０８は、ヘッド１００（ヘッド本体ｈ１）の外殻部
を構成している。
【００２０】
　ヘッド１００は、ウッド型ヘッドである。ヘッド１００のタイプは限定されない。例え
ば、ヘッド１００は、ハイブリッド型であってもよいし、アイアン型であってもよいし、
パター型であってもよい。ヘッド１００は、ドライバーヘッドである。ヘッド１００の番
手は限定されない。
【００２１】
　図３がよく示すように、ヘッド１００は、ヘッド本体ｈ１と、ウエイトｗ１と、カバー
ｃ１と、カバー取付部材１１４とを有する。本実施形態において、カバー取付部材１１４
はネジである。カバーｃ１は弾性体１１５を有する。弾性体１１５の材質は、例えば、ゴ
ム等のエラストマーとされうる。弾性体１１５のヤング率は、カバーｃ１のヤング率より
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も小さい。ヘッド本体ｈ１は、フェース部１０４、クラウン部１０６、ソール部１０８及
びホーゼル部１１０を有する。
【００２２】
　ウエイトｗ１は、当接部として、第１当接部１１６と第２当接部１１８とを有する。第
１当接部１１６は、第１の側面（第１面）である。第２当接部１１８は、第２の側面（第
２面）である。更に、ウエイトｗ１は、上面１２０と底面１２２とを有する。上面１２０
は、カバーｃ１の内面に対向している。ウエイトｗ１は、重量を有する。ウエイトｗ１の
比重は、ヘッド本体ｈ１の比重よりも大きいのが好ましい。ウエイトｗ１の比重は、カバ
ーｃ１の比重よりも大きいのが好ましい。ウエイトｗ１の材質は、例えば、金属とされう
る。比重の大きな金属が好ましい。ウエイトｗ１の材質として、ステンレス鋼等の鉄系合
金、タングステンニッケル合金等のタングステン含有合金が例示される。ウエイトｗ１が
磁性体とされる場合、ウエイトｗ１の材質として、磁性のあるステンレス鋼が例示される
。
【００２３】
　ヘッド本体ｈ１は、キャビティｖ１を有する。キャビティｖ１は、ソール部１０８に設
けられている。キャビティｖ１の位置は限定されない。
【００２４】
　ウエイトｗ１は、キャビティｖ１に収容される。キャビティｖ１に収容された状態で、
ウエイトｗ１は、キャビティｖ１の内部を移動しうる。キャビティｖ１は、ウエイトｗ１
の移動を案内する。キャビティｖ１は、ウエイトｗ１をスライド移動させうるスライド溝
である。ウエイトｗ１は、キャビティｖ１の長手方向に沿って移動する。
【００２５】
　図５は、ヘッド本体ｈ１の斜視図である。図４（ａ）及び図５が示すように、キャビテ
ィｖ１は、摺動部として、第１摺動部１３０と第２摺動部１３２とを有する。第１摺動部
１３０及び第２摺動部１３２のそれぞれは、キャビティｖ１の側面を構成している。第１
摺動部１３０及び第２摺動部１３２は、キャビティｖ１の長手方向（スライド方向）に沿
って延在している。キャビティｖ１は溝（スライド溝）を構成している。第１摺動部１３
０はこのスライド溝の第１の側面を構成している。第２摺動部１３２はこのスライド溝の
第２の側面を構成している。キャビティｖ１は底面１３４を有する。本実施形態では、第
１摺動部１３０及び第２摺動部１３２は摺動面である。第１摺動部１３０は、ウエイトｗ
１の第１当接部１１６に当接している。この当接は、面接触である。第２摺動部１３２は
、ウエイトｗ１の第２当接部１１８に当接している。この当接は、面接触である。ウエイ
トｗ１は、第１摺動部１３０及び第２摺動部１３２に案内されて移動する。スライド移動
中のウエイトｗ１において、キャビティｖ１に接触しているのは、第１摺動部１３０及び
第２摺動部１３２のみである。
【００２６】
　図４（ａ）が示すように、ウエイトｗ１と底面１３４との間に、空間ＳＰが形成されて
いる。空間ＳＰは、摺動部１３０、１３２と当接部１１６、１１８との当接を確実とする
。また後述の通り、摺動部１３０と摺動部１３２とで第１のテーパーが形成され、当接部
１１６と当接部１１８とで第２のテーパーが形成され、第１のテーパーに第２のテーパー
がはまり込んでいる。このため、カバーの押圧力により摺動部１３０、１３２と当接部１
１６、１１８との間の接触圧が確実に高まり、ウエイトｗ１の移動が確実に規制される。
また、摺動部１３０、１３２及び当接部１１６、１１８の寸法誤差が吸収され、両者間の
当接が確実とされている。
【００２７】
　図６（ａ）及び図６（ｂ）は、カバーｃ１が除かれた状態のヘッド１００を示す斜視図
である。キャビティｖ１はトウ側からヒール側まで延在している。ウエイトｗ１は、第１
位置から第２位置までの範囲を移動しうる。すなわち、ウエイトｗ１の可動範囲は、第１
位置から第２位置までである。図６（ａ）では、ウエイトｗ１が第１位置にある。この第
１位置は、ウエイトｗ１の可動範囲における、最もヒール側の位置である。図６（ｂ）で
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は、ウエイトｗ１が第２位置にある。この第２位置は、ウエイトｗ１の可動範囲における
、最もトウ側の位置である。キャビティｖ１は、ウエイトｗ１のトウ－ヒール方向位置を
変更しうるように延在している。カバーｃ１が無いとキャビティｖ１から脱落する状態で
、ウエイトｗ１はキャビティｖ１内をスライドする。
【００２８】
　キャビティｖ１は、ヘッド１００のバック側に向かって凸となるように曲がって延在し
ている。ウエイトｗ１がこの曲がりの頂点付近に移動したとき、ウエイトｗ１は最もバッ
ク側に位置しうる。キャビティｖ１は、ウエイトｗ１のフェース－バック方向位置を変更
しうるように延在している。
【００２９】
　図６（ａ）及び図６（ｂ）が示すように、前記可動範囲において、キャビティｖ１の第
１摺動部１３０とウエイトｗ１の第１当接部１１６との面接触は維持されている。第１摺
動部１３０と第１当接部１１６とは同じ曲率の曲面である。前記可動範囲において、キャ
ビティｖ１の第２摺動部１３２とウエイトｗ１の第２当接部１１８との面接触は維持され
ている。第２摺動部１３２と第２当接部１１８とは同じ曲率の曲面である。
【００３０】
　キャビティｖ１の第１摺動部１３０及び第２摺動部１３２は、テーパーを構成している
。第１摺動部１３０と第２摺動部１３２との間隔は、下側にいくにつれて狭くなっている
。第１摺動部１３０と第２摺動部１３２との間隔は、キャビティｖ１の底面１３４に近づ
くにつれて狭くなっている。また、ウエイトｗ１も、テーパー形状を有している。第１当
接部１１６と第２当接部１１８との距離は、下側にいくにつれて狭くなっている。よって
、ウエイトｗ１はキャビティｖ１によって安定的に支持され、円滑なスライドが可能とな
る。
【００３１】
　図５等が示すように、ヘッド本体ｈ１は、第１のカバー支持部１４０と、第２のカバー
支持部１４２とを有する。第１のカバー支持部１４０及び第２のカバー支持部１４２のそ
れぞれは、ネジ穴１４４を有する。第１のカバー支持部１４０に、カバーｃ１の第１端部
１４６が固定される。第２のカバー支持部１４２に、カバーｃ１の第２端部１４８が固定
される。
【００３２】
　図７（ａ）はカバーｃ１をその外面側から見た斜視図であり、図７（ｂ）はカバーｃ１
をその内面側から見た斜視図である。カバーｃ１は、外面１５０と、内面１５２とを有す
る。外面１５０は、ソール面１０８ａの一部を構成する。内面１５２は、弾性体１１５に
より構成されている（図４（ａ）参照）。
【００３３】
　カバーｃ１は、三次元的に曲げられた板状の部材である。カバーｃ１の外面は凸曲面を
形成している。カバーｃ１の内面は凹曲面を形成している。
【００３４】
　カバーｃ１は、第１孔１５４と、第２孔１５６とを有する。第１孔１５４及び第２孔１
５６は、貫通孔である。第１孔１５４は、カバーｃ１の第１端部１４６に設けられている
。第２孔１５６は、カバーｃ１の第２端部１４８に設けられている。図２及び図３が示す
ように、第１端部１４６は、カバー取付部材（ネジ）１１４によりヘッド本体ｈ１に固定
されている。第１端部１４６において、ネジ１１４は第１孔１５４に挿通されつつネジ穴
１４４にねじ込まれている。第２端部１４８は、ネジ１１４によりヘッド本体ｈ１に固定
されている。第２端部１４８において、ネジ１１４は第２孔１５６に挿通されつつネジ穴
１４４にねじ込まれている。
【００３５】
　カバーｃ１は、ヘッド本体ｈ１に開閉可能に取り付けられている。２つのネジ１１４を
締めることで、カバーｃ１は閉状態となる。閉状態では、カバーｃ１はキャビティｖ１の
少なくとも一部を覆う。本実施形態では、閉状態のカバーｃ１は、キャビティｖ１の全体
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を覆っている。２つのネジ１１４のうちの少なくとも一方をヘッド本体ｈ１から外すこと
で、カバーｃ１は開状態とされうる。例えば、２つのネジ１１４を緩め、一方のネジ１１
４をヘッド本体ｈ１から外し、他方のネジ１１４を中心としてカバーｃ１を回転させるこ
とで、開状態が達成されうる。開状態とは、カバーｃ１がキャビティｖ１を覆っていない
状態である。１つのネジ１１４のみを外した場合、カバーｃ１をヘッド本体ｈ１から取り
外すことなく、開状態とすることができる。
【００３６】
　閉状態のカバーｃ１は、キャビティｖ１を覆っている。本実施形態では、カバーｃ１は
カバーｃ１の全体を覆っている。カバーｃ１はキャビティｖ１の一部を覆っていてもよい
。本実施形態では、カバーｃ１が装着されると、ウエイトｗ１は視認されない。なお、後
述の通り、カバーｃ１が透明性を有する場合、閉状態においてウエイトｗ１は視認されう
る。カバーｃ１が弾性体１１５を有する場合、カバーｃ１の本体及び弾性体１１５の両方
を、透明性を有する材料で形成することで、カバーｃ１が透明性を備えうる。
【００３７】
　カバーｃ１が閉状態でないとき、ウエイトｗ１はキャビティｖ１内を自由に移動しうる
（図６（ａ）及び図６（ｂ）参照）。カバーｃ１が閉状態とされると、キャビティｖ１内
におけるウエイトｗ１の移動は規制される。この閉状態は、ネジ１１４を適正に締め込む
ことで達成される。カバーｃ１は、直接的又は間接的に、ウエイトｗ１を押圧する。本実
施形態では、カバーｃ１は、ウエイトｗ１を押圧する。この押圧力により、カバーｃ１は
、弾性体１１５を弾性変形させつつウエイトｗ１を押圧する。この押圧により、弾性体１
１５は、ウエイトｗ１（上面１２０）の形状に合わせて凹み、ウエイトｗ１を係止する。
またこの押圧力により、ウエイトｗ１とカバーｃ１（弾性体１１５）との間の静止摩擦力
が高まる。この押圧により、ウエイトｗ１とキャビティｖ１（第１摺動部１３０、第２摺
動部１３２）との間の静止摩擦力が高まる。カバーｃ１による押圧は、ウエイトｗ１のス
ライド移動を効果的に規制しうる。
【００３８】
　なお、本願にいう閉状態とは、カバーｃ１がキャビティｖ１の少なくとも一部を覆って
おり、且つ、カバーｃ１が押圧力及び／又は係合によってウエイトｗ１の移動を規制して
いる状態を意味する。
【００３９】
　弾性体１１５は、カバーｃ１以外に設けられていてもよい。本実施形態では、カバーｃ
１の一部が弾性体１１５である。弾性体１１５は、ウエイトｗ１側に設けられていてもよ
い。弾性体１１５は、ウエイトｗ１の上面１２０に設けられていてもよい。弾性体１１５
は、キャビティｖ１に設けられていてもよい。弾性体１１５は、第１摺動部１３０及び／
又は第２摺動部１３２を構成していてもよい。
【００４０】
　図３に示されるウエイトｗ１３は、第２のウエイトである。ウエイトｗ１３の外形は、
ウエイトｗ１と同じである。ヘッド１００は、交換用ウエイトｗ１３を有していてもよい
。ウエイトｗ１３の重量は、ウエイトｗ１の重量とは相違するのが好ましい。この場合、
ウエイトの交換によりヘッドの重心位置を変更することができる。また、第１のウエイト
ｗ１及び第２のウエイトｗ１３の両方をキャビティｖ１に入れることもできる。複数のウ
エイトをキャビティｖ１に入れることで、ヘッドの慣性モーメントを高めることができる
。ヘッド重心の調整の多様性の観点から、ウエイトの数は、２以上とすることができ、３
以上、更には４以上とすることができる。部品点数の観点から、ウエイトの数は、１０以
下、更には８以下、更には６以下とすることができる。
【００４１】
［変形例（ウエイトとカバーとの当接の別形態）］
　ウエイトは、キャビティに沿った面を有していなくてもよい。ウエイトは、キャビティ
に面接触していなくてもよい。
【００４２】
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　図８は、変形例に係るウエイトｗ１０を示す。このウエイトｗ１０の断面形状は三角形
である。ウエイトｗ１０は、第１当接部１６０と、第２当接部１６２とを有する。第１当
接部１６０は、ウエイトｗ１０の（第１の）角を構成する辺である。第１当接部１６０は
１箇所である。第１当接部１６０がキャビティｖ１の第１摺動部１３０に当接している。
この当接は、線接触又は点接触である。２つの第２当接部１６２は、ウエイトｗ１０の第
２及び第３の角を構成する辺である。これらの第２当接部１６２がキャビティｖ１の第２
摺動部１３２に当接している。これらの当接は、線接触又は点接触である。３箇所での当
接により、スライド中におけるウエイトｗ１０の姿勢は安定している。ウエイトｗ１０は
スライド中にガタつくことなく、安定的にスライドしうる。キャビティｖ１との面接触と
が不要であるウエイトｗ１０は、高い形状自由度を有する。このウエイトｗ１０には、高
い寸法精度が要求されない。第１摺動部１３０及び第２摺動部１３２にも、高い寸法精度
が要求されない。
【００４３】
　図９は、他の変形例に係るウエイトｗ１１を示す。このウエイトｗ１１は、３つの突起
を有する。第１の突起が、第１当接部１６４である。第２の突起及び第３の突起が、第２
当接部１６６である。第１当接部１６４が、キャビティｖ１の第１摺動部１３０に当接し
ている。この当接は、線接触又は点接触である。２つの第２当接部１６６は、キャビティ
ｖ１の第２摺動部１３２に当接している。これらの当接は、線接触又は点接触である。３
箇所での当接により、スライド中におけるウエイトｗ１１の姿勢は安定している。ウエイ
トｗ１１はスライド中にガタつくことなく、安定的にスライドしうる。キャビティｖ１と
の面接触とが不要であるウエイトｗ１１は、高い形状自由度を有する。このウエイトｗ１
１には、高い寸法精度が要求されない。第１摺動部１３０及び第２摺動部１３２にも、高
い寸法精度が要求されない。
【００４４】
　図１０は、変形例に係るキャビティｖ１０を示す。このキャビティｖ１０は、第１延在
部１７０及び第２延在部１７２を有する。第１延在部１７０及び第２延在部１７２のそれ
ぞれは、キャビティｖ１０の側面を構成している。第１延在部１７０及び第２延在部１７
２は、キャビティｖ１０の長手方向（スライド方向）に沿って延在している。キャビティ
ｖ１０は溝を構成しており、第１延在部１７０はこの溝の第１の側面を構成しており、第
２延在部１７２はこの溝の第２の側面を構成している。
【００４５】
　第１延在部１７０は、複数の突起１７４を有する。複数の突起１７４は、キャビティｖ
１０の長手方向における異なる位置に分配されている。これらの突起１７４は、第１摺動
部を構成する。第２延在部１７２は、複数の突起１７６を有する。複数の突起１７６は、
キャビティｖ１０の長手方向における異なる位置に分配されている。これらの突起１７６
は、第２摺動部を構成する。
【００４６】
　スライド中において、ウエイトｗ１は、突起１７４及び突起１７６から選ばれる３つの
突起に当接している。この３つの突起は、少なくとも１つの突起１７４と、少なくとも１
つの突起１７６とを含む。ウエイトｗ１の可動範囲の全体において、ウエイトｗ１の位置
に関わらず、３つの突起への当接が維持されている。ウエイトｗ１の位置に関わらず３つ
の突起への当接が維持されるように、突起１７４及び突起１７６が配置されている。ウエ
イトｗ１の移動に伴い、ウエイトｗ１に当接する突起は入れ替わる。ウエイトｗ１と突起
１７４及び突起１７６との当接は、線接触又は点接触となりうる。
【００４７】
　３箇所での当接により、スライド中におけるウエイトｗ１の姿勢は安定している。ウエ
イトｗ１はスライド中にガタつくことなく、安定的にスライドしうる。ウエイトｗ１との
面接触とが不要であるキャビティｖ１０は、高い形状自由度を有する。このキャビティｖ
１０には、高い寸法精度が要求されない。第１摺動部１７４及び第２摺動部１７６にも、
高い寸法精度が要求されない。
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【００４８】
　このように、ウエイトとキャビティとの面接触は必ずしも要求されない。よってキャビ
ティ及びウエイトに要求される寸法精度が緩和されうる。面接触の場合は、接触圧の低下
に伴うスライドの円滑性が得られうる。
【００４９】
　図１１（ａ）は、変形例のカバーｃ１０を外側から見た斜視図である。図１１（ｂ）は
、カバーｃ１０を内側から見た斜視図である。図１１（ｃ）は、このカバーｃ１０と共に
用いられるウエイトｗ１２の斜視図である。図１１（ｄ）は、カバーｃ１０とウエイトｗ
１２との係合状態を示す斜視図である。図１１（ｅ）は、カバーｃ１０の長手方向に沿っ
たヘッドの断面図である。なお、カバーｃ１０の両端部に設けられたネジ穴の図示は省略
されている。
【００５０】
　カバーｃ１０は、内面１７８と外面１７９とを有する。カバーｃ１０の内面１７８は、
複数の凹部１８０を有する。凹部１８０は、凹曲面である。複数の凹部１８０は、カバー
ｃ１０の長手方向における異なる位置に配置されている。複数の凹部１８０は、互いに隣
接しつつ、カバーｃ１０の長手方向における異なる位置に並べられている。複数の凹部１
８０は、カバーｃ１０の内面に設けられた凹凸係合部１８２の一例である。凹凸係合部１
８２は、複数の凸部であってもよい。複数の凹部１８０及び凹凸係合部１８２は、ウエイ
トｗ１２のスライド移動における複数位置のそれぞれでウエイトｗ１２に係合するカバー
係合形状の一例である。カバー係合形状は、少なくとも１つ凹部又は凸部とされうる。
【００５１】
　ウエイトｗ１２は、凸部１８４を有する。ウエイトｗ１２の上面が、凸部１８４を構成
している。凸部１８４は、閉状態のカバーｃ１０において前記カバー係合形状に係合する
ウエイト係合形状の一例である。ウエイト係合形状１８４は、凹部であってもよい。
【００５２】
　凸部１８４の形状は、凹部１８０の形状に対応している。凸部１８４は、凹部１８０に
係合する。カバーｃ１０の長手方向の異なる位置で、凹凸係合部１８２はウエイト係合形
状１８４に係合する。この係合により、カバーｃ１０がウエイトｗ１２の移動を規制する
効果が高められている。
【００５３】
　ウエイトｗ１２の上面は凸部１８４を構成している。ウエイトｗ１２の上面１８４は、
上側に凸の曲面である。ウエイトｗ１２の下面１８６は、上側に向かって凸の曲面である
。上面１８４の曲率半径は、下面１８６の曲率半径よりも小さい。上面１８４の曲率半径
が小さくされることで、凹部１８０との係合効果が高まる。
【００５４】
［第２実施形態］
　図１２は、第２実施形態のゴルフクラブヘッド２００をソール側から見た底面図である
。図１３は、ヘッド２００の分解斜視図である。
【００５５】
　ヘッド２００は、フェース部２０４、クラウン部２０６、ソール部２０８、及びホーゼ
ル部２１０を有する。フェース部２０４は、打撃面２０４ａを有する。打撃面２０４ａは
、フェース部２０４の外面である。打撃面２０４ａは、フェースセンターＦｃを有する。
クラウン部２０６は、クラウン面２０６ａを有する。クラウン面２０６ａは、クラウン部
２０６の外面である。ソール部２０８は、ソール面２０８ａを有する。ソール面２０８ａ
は、ソール部２０８の外面である。ホーゼル部２１０はホーゼル孔２１２を有する。ヘッ
ド２００は、その内部に中空部を有する。
【００５６】
　図１３が示すように、ヘッド２００は、ヘッド本体ｈ２と、ウエイトｗ２と、カバーｃ
２と、カバー取付部材としてのネジ２１４（図１２参照）とを有する。ヘッド本体ｈ２は
、フェース部２０４、クラウン部２０６、ソール部２０８及びホーゼル部２１０を有する
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。ヘッド本体ｈ２は、前述したヘッド本体ｈ１と同じである。
【００５７】
　ウエイトｗ２は、第１当接部２１６と第２当接部２１８とを有する。第１当接部２１６
は、第１の側面（第１面）である。第２当接部２１８は、第２の側面（第２面）である。
更に、ウエイトｗ２は、上面２２０と底面２２２とを有する。上面２２０は、カバーｃ２
の内面２５２に対向している。ウエイトｗ２は、重量を有する。ウエイトｗ２の比重は、
ヘッド本体ｈ２の比重よりも大きいのが好ましい。ウエイトｗ２の比重は、カバーｃ２の
比重よりも大きいのが好ましい。ウエイトｗ２の材質は、例えば、金属とされうる。比重
の大きな金属が好ましい。ウエイトｗ２の材質として、ステンレス鋼の鉄系合金、タング
ステンニッケル合金等のタングステン含有合金が例示される。
【００５８】
　ヘッド本体ｈ２は、キャビティｖ２を有する。キャビティｖ２は、ソール部２０８に設
けられている。キャビティｖ２の位置は限定されない。
【００５９】
　図１３が示すように、キャビティｖ２は、第１摺動部２３０と第２摺動部２３２とを有
する。第１摺動部２３０及び第２摺動部２３２のそれぞれは、キャビティｖ２の側面を構
成している。第１摺動部２３０及び第２摺動部２３２は、キャビティｖ２の長手方向（ス
ライド方向）に沿って延在している。キャビティｖ２は溝を構成しており、第１摺動部２
３０はこの溝の第１の側面を構成しており、第２摺動部２３２はこの溝の第２の側面を構
成している。
【００６０】
　ウエイトｗ２の、ウエイト係合部２７０を除く部分は、キャビティｖ２に収容される。
キャビティｖ２に収容された状態で、ウエイトｗ２は、キャビティｖ２の内部を移動しう
る。キャビティｖ２は、ウエイトｗ２の移動を案内する。キャビティｖ２は、ウエイトｗ
２をスライド移動させうるスライド溝である。ウエイトｗ２は、キャビティｖ２の長手方
向に沿って移動する。
【００６１】
　図１４（ａ）はカバーｃ２をその外面側から見た斜視図であり、図１４（ｂ）はカバー
ｃ２をその内面側から見た斜視図である。図１４（ｃ）はウエイトｗ２の斜視図であり、
図１４（ｄ）はウエイトｗ２の分解斜視図である。図１４（ｅ）はカバーｃ２とウエイト
ｗ２との組立状態を示す斜視図である。
【００６２】
　カバーｃ２は、外面２５０と、内面２５２とを有する。外面２５０は、ソール面２０８
ａの一部を構成する。内面２５２は、ウエイトｗ２に当接する。カバーｃ２は、直接的に
、ウエイトｗ２を押圧する。
【００６３】
　カバーｃ２は、第１孔２５４と、第２孔２５６とを有する。第１孔２５４及び第２孔２
５６は、貫通孔である。第１孔２５４は、カバーｃ２の第１端部２４６に設けられている
。第２孔２５６は、カバーｃ２の第２端部２４８に設けられている。第１端部２４６は、
ネジ２１４によりヘッド本体ｈ２に固定されている。第２端部２４８は、ネジ２１４によ
りヘッド本体ｈ２に固定されている。カバーｃ２は、第１端部２４６と第２端部２４８と
の間に位置する中間部２４７を有する。中間部２４７の幅は、第１端部２４６の幅よりも
狭い。中間部２４７の幅は、第２端部２４８の幅よりも狭い。
【００６４】
　カバーｃ２は、第１エッジ２５８と、第２エッジ２６０とを有する。第１エッジ２５８
及び第２エッジ２６０は、中間部２４７に設けられている。第１エッジ２５８及び第２エ
ッジ２６０は、カバーｃ２の両側のエッジである。第１エッジ２５８及び第２エッジ２６
０は、カバーｃ２の輪郭形状を画定している。第１エッジ２５８及び第２エッジ２６０は
、ウエイトｗ２のスライド軌道に沿って延在している。
【００６５】
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　閉状態のカバーｃ２は、キャビティｖ２を覆っている。本実施形態では、カバーｃ２は
キャビティｖ２の一部を覆っている。図１２が示すように、キャビティｖ２の開口縁とカ
バーｃ２との間に隙間ＧＰが形成されている。隙間ＧＰは、カバー部材ｃ２の延在方向に
沿って、カバー部材ｃ２（中間部２４７）の両側に形成されている。これらの隙間ＧＰは
、後述されるウエイト係合部２７０（縦壁部２７２ａ及び縦壁部２７４ａ）の存在を許容
する。
【００６６】
　これらの隙間ＧＰは、隙間閉塞部材２６２で埋められていてもよい。図１２において、
隙間閉塞部材２６２はクロスハッチングで示されている。隙間閉塞部材２６２は、キャビ
ティｖ２に設けられうる。隙間閉塞部材２６２は、カバーｃ２に設けられてもよい。隙間
閉塞部材２６２は、ウエイト係合部２７０の動きを阻害しない。隙間閉塞部材２６２は、
ウエイト係合部２７０により容易に変形する。隙間閉塞部材２６２の材質として、発泡プ
ラスチックが例示される。この発泡プラスチックとしては、ポリウレタンフォーム及びＥ
ＶＡフォームが例示される。ＥＶＡはエチレン酢酸ビニル共重合体を意味する。
【００６７】
　図１４（ｄ）が示すように、ウエイトｗ２は、ウエイト係合部２７０を有する。ウエイ
ト係合部２７０は、ウエイトｗ２の本体（ウエイトｗ２の上面２２０）から、カバーｃ２
側に突出している。ウエイト係合部２７０は、第１係合部２７２と第２係合部２７４とを
有する。第１係合部２７２は、上側に延びる縦壁部２７２ａと、この縦壁部２７２ａの上
端から第２係合部２７４側に延びる横壁部２７２ｂとを有する。第２係合部２７４は、上
側に延びる縦壁部２７４ａと、この縦壁部２７４ａの上端から第２係合部２７２側に延び
る横壁部２７４ｂとを有する。
【００６８】
　ウエイトｗ２がカバーｃ２に取り付けられると、カバーｃ２（中間部２４７）は第１係
合部２７２と第２係合部２７４とに挟まれる。カバーｃ２（中間部２４７）は、縦壁部２
７２ａと縦壁部２７４ａとで横方向に挟まれる。また、カバーｃ２（中間部２４７）は、
横壁部２７２ｂとウエイトｗ２の本体（上面２２０）とにより縦方向に挟まれ、
横壁部２７４ｂとウエイトｗ２の本体（上面２２０）とにより縦方向に挟まれる。
【００６９】
　ウエイト係合部２７０は、カバーｃ２と係合する。ウエイト係合部２７０は、第１係合
部２７２及び第２係合部２７４を有する。第１係合部２７２は、カバーｃ２の第１エッジ
２５８と係合している。第２係合部２７４は、カバーｃ２の第２エッジ２６０と係合して
いる。第１エッジ２５８及び第２エッジ２６０は、カバー係合部である。
【００７０】
　ウエイトｗ２は、カバーｃ２よりも外側に位置する部分を有する。横壁部２７２ｂ及び
横壁部２７４ｂが、カバーｃ２よりも外側に位置する部分である（図１２参照）。横壁部
２７２ｂ及び横壁部２７４ｂは、カバー部材ｃ２の外面２５０の上側（外側）に位置する
。
【００７１】
　ウエイトｗ２は、外部から視認される部分を有する。ウエイト係合部２７０（横壁部２
７２ｂ及び横壁部２７４ｂ）が、外部から視認される部分である（図１２参照）。ウエイ
トｗ２は、外部に露出した部分を有する。ウエイト係合部２７０（横壁部２７２ｂ及び横
壁部２７４ｂ）が、外部に露出した部分である
【００７２】
　本実施形態では、第１摺動部２３０及び第２摺動部２３２は摺動面である。第１摺動部
２３０は、ウエイトｗ２の第１当接部２１６に当接している。第２摺動部２３２は、ウエ
イトｗ２の第２当接部２１８に当接している。ウエイトｗ２のスライド移動は、キャビテ
ィｖ２（第１摺動部２３０及び第２摺動部２３２）に案内される。キャビティｖ２とウエ
イトｗ２との間に、スライド機構（第１スライド機構）が構成されている。キャビティｖ
２とウエイトｗ２との間に、ウエイトｗ２のスライド移動を規制する規制機構は存在しな
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い。
【００７３】
　カバー部材ｃ２とウエイトｗ２との係合は、スライド機構（第２スライド機構）ともな
りうる。上記第１スライド機構の動きを阻害しない観点から、ウエイト係合部２７０とカ
バーｃ２（中間部２４７）との間には遊びがあるのが好ましい。
【００７４】
　図１４（ｄ）が示すように、ウエイトｗ２は、３つの部材から構成されている。ウエイ
トｗ２は、分割構造を有する。ウエイトｗ２は、第１分割体２８０と、第２分割体２８２
とを有する。更にウエイトｗ２は、結合部材２８４を有する。結合部材２８４はネジであ
る。結合部材２８４により、第１分割体２８０と第２分割体２８２とが結合されている。
カバーｃ２（中間部２４７）を挟み込みつつ、第１分割体２８０と第２分割体２８２とを
結合することで、ウエイトｗ２がカバーｃ２に取り付けられる。
【００７５】
　ウエイトｗ２は、カバーｃ２に取り付けられており、カバーｃ２から分離しない。ウエ
イトｗ２は単独で脱落しない。カバーｃ２がヘッド本体ｈ２に取り付けられている限り、
ウエイトｗ２は落下しない。ヘッド２００では、ウエイトｗ２の落下が防止される。
【００７６】
　カバーｃ２が閉状態とされると、キャビティｖ２内におけるウエイトｗ２の移動は規制
される。この閉状態は、ネジ２１４を適正に締め込むことで達成される。カバーｃ２は、
直接的又は間接的に、ウエイトｗ２を押圧する。本実施形態では、カバーｃ２は、直接的
に、ウエイトｗ２を押圧する。この押圧により、ウエイトｗ２とそれに当接する部分との
間の静止摩擦力が高まる。カバーｃ２による押圧は、ウエイトｗ２のスライド移動を効果
的に規制する。ネジ２１４を緩めることで、上記閉状態が解除されうる。閉状態が解除さ
れることで、ウエイトｗ２はスライド移動しうる。カバーｃ２をヘッド本体ｈ２から取り
外すことなく、ウエイトｗ２を移動することができる。
【００７７】
［第３実施形態］
　図１５は、第３実施形態のゴルフクラブヘッド３００をソール側から見た底面図である
。図１６は、ヘッド３００の分解斜視図である。
【００７８】
　ヘッド３００は、フェース部３０４、クラウン部３０６、ソール部３０８、及びホーゼ
ル部３１０を有する。フェース部３０４は、打撃面３０４ａを有する。打撃面３０４ａは
、フェース部３０４の外面である。打撃面３０４ａは、フェースセンターＦｃを有する。
クラウン部３０６は、クラウン面３０６ａを有する。クラウン面３０６ａは、クラウン部
３０６の外面である。ソール部３０８は、ソール面３０８ａを有する。ソール面３０８ａ
は、ソール部３０８の外面である。ホーゼル部３１０はホーゼル孔３１２を有する。ヘッ
ド３００は、その内部に中空部を有する。
【００７９】
　図１６が示すように、ヘッド３００は、ヘッド本体ｈ３と、ウエイトｗ３と、カバーｃ
３と、カバー取付部材としてのネジ３１４とを有する。ヘッド本体ｈ３は、フェース部３
０４、クラウン部３０６、ソール部３０８及びホーゼル部３１０を有する。ヘッド本体ｈ
３は、前述したヘッド本体ｈ１と同じである。
【００８０】
　ウエイトｗ３は、第１当接部３１６と第２当接部３１８とを有する。第１当接部３１６
は、第１の側面（第１面）である。第２当接部３１８は、第２の側面（第２面）である。
更に、ウエイトｗ３は、上面３２０と底面３２２とを有する。
【００８１】
　ヘッド本体ｈ３は、キャビティｖ３を有する。キャビティｖ３は、ソール部３０８に設
けられている。キャビティｖ３の位置は限定されない。
【００８２】



(16) JP 2021-151381 A 2021.9.30

10

20

30

40

50

　図１６が示すように、キャビティｖ３は、第１摺動部３３０と第２摺動部３３２とを有
する。第１摺動部３３０及び第２摺動部３３２のそれぞれは、キャビティｖ３の側面を構
成している。第１摺動部３３０及び第２摺動部３３２は、キャビティｖ３の長手方向（ス
ライド方向）に沿って延在している。キャビティｖ３は溝を構成しており、第１摺動部３
３０はこの溝の第１の側面を構成しており、第２摺動部３３２はこの溝の第２の側面を構
成している。
【００８３】
　ウエイトｗ３の下部は、キャビティｖ３に収容される。キャビティｖ３に収容された状
態で、ウエイトｗ３は、キャビティｖ３の内部を移動しうる。キャビティｖ３は、ウエイ
トｗ３の移動を案内する。キャビティｖ３において、ウエイトｗ３はスライドしうる。キ
ャビティｖ３は、ウエイトｗ３をスライド移動させうるスライド溝である。ウエイトｗ３
は、キャビティｖ３の長手方向に沿って移動する。
【００８４】
　図１７（ａ）はカバーｃ３をその外面側から見た斜視図であり、図１７（ｂ）はカバー
ｃ３をその内面側から見た斜視図である。図１７（ｃ）はウエイトｗ３の斜視図であり、
図１７（ｄ）はウエイトｗ３の分解斜視図である。図１７（ｅ）はカバーｃ３とウエイト
ｗ３との組立状態を示す斜視図である。
【００８５】
　カバーｃ３は、外面３５０と、内面３５２とを有する。外面３５０は、ソール面３０８
ａの一部を構成する。内面３５２は、ウエイトｗ３に当接する。カバーｃ３は、直接的に
、ウエイトｗ３を押圧する。
【００８６】
　カバーｃ３は、第１孔３５４と、第２孔３５６とを有する。第１孔３５４及び第２孔３
５６は、貫通孔である。第１孔３５４は、カバーｃ３の第１端部３４６に設けられている
。第２孔３５６は、カバーｃ３の第２端部３４８に設けられている。第１端部３４６は、
ネジ３１４によりヘッド本体ｈ３に固定されている。第２端部３４８は、ネジ３１４によ
りヘッド本体ｈ３に固定されている。カバーｃ３は、第１端部３４６と第２端部３４８と
の間に位置する中間部３４７を有する。中間部３４７の幅は、第１端部３４６及び第２端
部３４８の幅と同じである。
【００８７】
　カバーｃ３は、カバー係合部３５８を有する。カバー係合部３５８は、内面３５２に設
けられている。カバー係合部３５８は、内面３５２から突出している。カバー係合部３５
８は、中間部３４７に設けられている。カバー係合部３５８は、カバーｃ３に沿って延在
している。カバー係合部３５８は、スライド移動のあらゆる位置においてウエイトｗ３に
係合する突条部を形成している。カバー係合部３５８は、ウエイトｗ３のスライド軌道に
沿って延在している。カバー係合部３５８は、Ｔ字状の断面形状を有している。
【００８８】
　閉状態のカバーｃ３は、キャビティｖ３を覆っている。本実施形態では、カバーｃ３は
キャビティｖ３の全体を覆っている。
【００８９】
　図１７（ｄ）が示すように、ウエイトｗ３は、ウエイト係合部３７０を有する。ウエイ
ト係合部３７０は、ウエイトｗ３の上面（カバーｃ３側の面）に形成されている。ウエイ
ト係合部３７０は、カバー係合部３５８に対応した断面形状を有する。ウエイト係合部３
７０は、ウエイト係合部３７０は、Ｔ字状（逆さのＴ字状）の断面形状を有している。ウ
エイト係合部３７０の断面形状は、Ｔ字状に限定されない。例えば、ウエイト係合部３７
０の断面形状は、Ｌ字状（逆さのＬ字状）であってもよい。
【００９０】
　ウエイト係合部３７０は、カバーｃ３と係合する。ウエイト係合部３７０は、カバーｃ
３のカバー係合部３５８と係合している。ウエイト係合部３７０は、スライド溝である。
カバー係合部３５８は、スライドレールである。
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【００９１】
　ウエイトｗ３は、カバーｃ３に隠される。ウエイトｗ３は、外部から視認されない。ウ
エイトｗ３は、外部に露出した部分を有さない。
【００９２】
　本実施形態では、第１摺動部３３０及び第２摺動部３３２は摺動面である。第１摺動部
３３０は、ウエイトｗ３の第１当接部３１６に当接している。第２摺動部３３２は、ウエ
イトｗ３の第２当接部３１８に当接している。ウエイトｗ３のスライド移動は、キャビテ
ィｖ３（第１摺動部３３０及び第２摺動部３３２）に案内される。キャビティｖ３とウエ
イトｗ３との間に、スライド機構が構成されている。キャビティｖ３とウエイトｗ３との
間に、ウエイトｗ３のスライド移動を規制する規制機構は存在しない。
【００９３】
　図１７（ｄ）が示すように、ウエイトｗ３は、３つの部材から構成されている。ウエイ
トｗ３は、分割構造を有する。ウエイトｗ３は、第１分割体３８０と第２分割体３８２と
を有する。更にウエイトｗ３は、結合部材３８４を有する。結合部材３８４はネジである
。結合部材３８４により、第１分割体３８０と第２分割体３８２とが結合されている。カ
バー係合部３５８を挟み込みつつ、第１分割体３８０と第２分割体３８２とを結合するこ
とで、ウエイトｗ３がカバーｃ３に取り付けられる。
【００９４】
　ウエイトｗ３は、カバーｃ３に取り付けられており、カバーｃ３から分離しない。ウエ
イトｗ３は単独で脱落しない。カバーｃ３がヘッド本体ｈ３に取り付けられている限り、
ウエイトｗ３は落下しない。ヘッド３００では、ウエイトｗ３の落下が防止される。
【００９５】
　カバーｃ３が閉状態となると、カバーｃ３はキャビティｖ３を押圧する。この押圧力に
より、キャビティｖ３内におけるウエイトｗ３の移動は規制される。この閉状態は、ネジ
３１４を適正に締め込むことで達成される。カバーｃ３は、直接的に、ウエイトｗ３を押
圧する。この押圧力により、ウエイトｗ３とそれに当接する部分との間の静止摩擦力が高
まる。カバーｃ３による押圧は、ウエイトｗ３のスライド移動を効果的に規制する。ネジ
３１４を緩めることで、閉状態が解除され、閉状態も解除される。カバーｃ３が開状態と
なることで、ウエイトｗ３をスライド移動させることができる。
【００９６】
［第４実施形態］
　図１８は、第４実施形態のゴルフクラブヘッド４００をソール側から見た底面図である
。図１９は、ヘッド４００の分解斜視図である。
【００９７】
　ヘッド４００は、フェース部４０４、クラウン部４０６、ソール部４０８、及びホーゼ
ル部４１０を有する。フェース部４０４は、打撃面４０４ａを有する。打撃面４０４ａは
、フェース部４０４の外面である。打撃面４０４ａは、フェースセンターＦｃを有する。
クラウン部４０６は、クラウン面４０６ａを有する。クラウン面４０６ａは、クラウン部
４０６の外面である。ソール部４０８は、ソール面４０８ａを有する。ソール面４０８ａ
は、ソール部４０８の外面である。ホーゼル部４１０はホーゼル孔４１２を有する。ヘッ
ド４００は、その内部に中空部を有する。
【００９８】
　図１９が示すように、ヘッド４００は、ヘッド本体ｈ４と、ウエイトｗ４と、カバーｃ
４と、カバー取付部材としてのネジ４１４とを有する。ヘッド本体ｈ４は、フェース部４
０４、クラウン部４０６、ソール部４０８及びホーゼル部４１０を有する。ヘッド本体ｈ
４は、前述したヘッド本体ｈ１と同じである。
【００９９】
　ウエイトｗ４は、第１当接部４１６と第２当接部４１８とを有する。第１当接部４１６
は、第１の側面（第１面）である。第２当接部４１８は、第２の側面（第２面）である。
更に、ウエイトｗ４は、上面４２０と底面４２２とを有する。
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【０１００】
　ヘッド本体ｈ４は、キャビティｖ４を有する。キャビティｖ４は、ソール部４０８に設
けられている。キャビティｖ４の位置は限定されない。
【０１０１】
　図１９が示すように、キャビティｖ４は、第１摺動部４３０と第２摺動部４３２とを有
する。第１摺動部４３０及び第２摺動部４３２のそれぞれは、キャビティｖ４の側面を構
成している。第１摺動部４３０及び第２摺動部４３２は、キャビティｖ４の長手方向（ス
ライド方向）に沿って延在している。キャビティｖ４は溝を構成しており、第１摺動部４
３０はこの溝の第１の側面を構成しており、第２摺動部４３２はこの溝の第２の側面を構
成している。
【０１０２】
　ウエイトｗ４の本体４８０は、キャビティｖ４に収容される。キャビティｖ４に収容さ
れた状態で、ウエイトｗ４は、キャビティｖ４の内部を移動しうる。キャビティｖ４は、
ウエイトｗ４の移動を案内する。キャビティｖ４において、ウエイトｗ４はスライドしう
る。キャビティｖ４は、ウエイトｗ４をスライド移動させうるスライド溝である。ウエイ
トｗ４は、キャビティｖ４の長手方向に沿って移動する。
【０１０３】
　図２０（ａ）はカバーｃ４をその外面側から見た斜視図であり、図２０（ｂ）はカバー
ｃ４をその内面側から見た斜視図である。図２０（ｃ）はカバーｃ４とウエイトｗ４との
組立状態を示す斜視図である。図２０（ｄ）はウエイトｗ４がカバーｃ４に取り付けられ
る構造を示す分解斜視図である。
【０１０４】
　カバーｃ４は、外面４５０と、内面４５２とを有する。外面４５０は、ソール面４０８
ａの一部を構成する。内面４５２は、ウエイトｗ４に当接する。カバーｃ４は、直接的に
、ウエイトｗ４を押圧する。
【０１０５】
　カバーｃ４は、第１孔４５４と、第２孔４５６とを有する。第１孔４５４及び第２孔４
５６は、貫通孔である。ただし、図２０（ａ）に記載の通り、第２孔４５６は２つに分裂
している。第１孔４５４は、カバーｃ４の第１端部４４６に設けられている。第２孔４５
６は、カバーｃ４の第２端部４４８に設けられている。第１端部４４６は、ネジ４１４に
よりヘッド本体ｈ４に固定されている。第２端部４４８は、ネジ４１４によりヘッド本体
ｈ４に固定されている。カバーｃ４は、第１端部４４６と第２端部４４８との間に位置す
る中間部４４７を有する。中間部４４７の幅は、第１端部４４６及び第２端部４４８の幅
と同じである。中間部４４７の厚さは、第１端部４４６及び第２端部４４８の厚さよりも
小さい。
【０１０６】
　カバーｃ４は、カバー係合部４５８を有する。カバー係合部４５８は、スリットである
。カバー係合部４５８は、カバーｃ４を厚さ方向に貫通している。カバー係合部４５８は
、第１端部４４６を除くカバーｃ４の全長に亘って設けられている。カバー係合部４５８
は、カバーｃ４の長手方向に沿って形成されている。カバー係合部４５８は、ウエイトｗ
４のスライド軌道に沿って延在している。カバー係合部４５８は、中間部４４７を２つに
分割している。カバー係合部４５８は、第２端部４４８を２つに分割している。カバー係
合部４５８は、第２端部４４８において開放されている。図２０（ｂ）が示すように、開
放された端部４４８を閉じる閉塞部材４４９が設けられてもよい。ネジ４１４も、開放さ
れた端部４４８を閉じる閉塞部材である。閉塞部材により、カバーｃ４からのウエイトｗ
４の脱落が防止される。なお、カバー係合部４５８は、第２端部４４８を２つに分割して
いなくてもよい。本実施形態のように、ウエイトｗ４が２部材に分割されていれば、ウエ
イトｗ４を中間部４４７でカバー係合部４５８に取り付けることができる（図２０（ｄ）
参照）。よって、カバー係合部４５８の端部が開放されている必要はない。
【０１０７】
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　閉状態で装着されたカバーｃ４は、キャビティｖ４を覆っている。本実施形態では、カ
バーｃ４はキャビティｖ４の全体を覆っていない。カバーｃ４はキャビティｖ４の一部を
覆っている。カバー係合部４５８は、カバーｃ４がキャビティｖ４を覆わない部分を形成
している。
【０１０８】
　図１８、図２０（ｃ）及び図２０（ｄ）が示すように、ウエイトｗ４は、ウエイト係合
部４７０を有する。ウエイト係合部４７０はネジである。ウエイト係合部４７０は、ウエ
イトｗ４の本体４８０に固定されている。ウエイト係合部４７０は、ウエイトｗ４の本体
４８０にねじ込まれている。
【０１０９】
　ウエイト係合部４７０は、カバー係合部４５８に挿通されている挿通部４７２と、この
カバーｃ４の外側に露出している露出部４７４とを有する。挿通部４７２は、ネジの軸部
である。挿通部４７２は、雄ねじ部を有する。露出部４７４は、ネジの頭部である。露出
部４７４は、カバー係合部４５８を通過できない寸法を有する。
【０１１０】
　ウエイト係合部４７０は、カバーｃ４と係合する。ウエイト係合部４７０は、カバーｃ
４のカバー係合部４５８と係合している。ウエイト係合部４７０は、スライド突起である
。カバー係合部４５８は、スライド溝である。
【０１１１】
　図１８がよく示すように、ウエイトｗ４の露出部４７４は、カバーｃ４に隠されない。
ウエイトｗ４の露出部４７４は、外部から視認される。
【０１１２】
　本実施形態では、第１摺動部４３０及び第２摺動部４３２は摺動面である。第１摺動部
４３０は、ウエイトｗ４の第１当接部４１６に当接している。第２摺動部４３２は、ウエ
イトｗ４の第２当接部４１８に当接している。ウエイトｗ４のスライド移動は、キャビテ
ィｖ４（第１摺動部４３０及び第２摺動部４３２）に案内される。キャビティｖ４とウエ
イトｗ４との間に、スライド機構が構成されている。キャビティｖ４とウエイトｗ４との
間に、ウエイトｗ４のスライド移動を規制する規制機構は存在しない。
【０１１３】
　図２０（ｄ）がよく示すように、ウエイトｗ４は、２つの部材から構成されている。ウ
エイトｗ４は、ウエイト係合部４７０を構成する部材４７８と、ウエイト本体４８０とか
ら構成されている。部材４７８は、ネジである。ウエイト本体４８０にネジ４７８がねじ
結合されることで、ウエイトｗ４が形成されている。挿通部４７２（軸部）をカバー係合
部４５８に挿通させつつ、ウエイト係合部４７０をウエイト本体４８０に取り付けること
で、ウエイトｗ４がカバーｃ４に取り付けられうる（図２０（ｄ）参照）。また、カバー
係合部４５８は第２端部４４８側に開放されているので（図２０（ａ）参照）、ウエイト
係合部４７０がウエイト本体４８０に結合した状態で、ウエイトｗ４をカバーｃ４に取り
付けることもできる。すなわち、ウエイトｗ４を分解することなく、ウエイトｗ４をカバ
ーｃ４に対して着脱することができる。
【０１１４】
　ウエイトｗ４は、カバーｃ４に取り付けられている。カバー係合部４５８の端部を開放
させない限り、ウエイトｗ４はカバーｃ４から分離しない。第２端部４４８がヘッド本体
ｈ４に取り付けられている限り、カバー係合部４５８の端部は開放されず、ウエイトｗ４
はカバーｃ４から脱落しない。
【０１１５】
　カバーｃ４が閉状態とされると、キャビティｖ４内におけるウエイトｗ４の移動は規制
される。この閉状態は、ネジ４１４を適正に締め込むことで達成される。カバーｃ４は、
直接的に、ウエイトｗ４を押圧する。この押圧により、ウエイトｗ４とそれに当接する部
分との間の静止摩擦力が高まる。カバーｃ４による押圧は、ウエイトｗ４のスライド移動
を効果的に規制する。ネジ４１４を緩めることで、閉状態が解除されうる。閉状態が解除
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されることで、ウエイトｗ４はスライド移動しうる。カバーｃ４をヘッド本体ｈ４から取
り外すことなく、ウエイトｗ４を移動することができる。
【０１１６】
［第５実施形態］
　図２１（ａ）は、第５実施形態のゴルフクラブヘッド５００をソール側から見た底面図
である。図２１（ｂ）は、ヘッド５００のウエイトｗ５及びカバーｃ５を示す分解斜視図
である。
【０１１７】
　ヘッド５００は、図示されないフェース部及びクラウン部と、ソール部５０８と、ホー
ゼル部５１０とを有する。ソール部５０８は、ソール面５０８ａを有する。ソール面５０
８ａは、ソール部５０８の外面である。ヘッド５００は、ヘッド本体ｈ５と、ウエイトｗ
５と、カバーｃ５と、カバー取付部材としてのネジ５１４とを有する。ヘッド本体ｈ５は
、前述したヘッド本体ｈ１と同じである。
【０１１８】
　図２１（ｂ）が示すように、ウエイトｗ５は、第１部分ｗ５１と、第２部分ｗ５２とを
有する。更にウエイトｗ５は、第１部分ｗ５１と第２部分ｗ５２とを繋げている連結部５
２４を有する。
【０１１９】
　第１部分ｗ５１の外形は、第２部分ｗ５２の外形と同じである。第１部分ｗ５１は、第
１当接部５１６と第２当接部５１８とを有する。第２部分ｗ５２も、第１当接部５１６と
第２当接部５１８とを有する。
【０１２０】
　ウエイトｗ５は、上下を逆にして使用されうる。ウエイトｗ５では、第１部分ｗ５１を
キャビティｖ５に収容して第２部分ｗ５２を外部に露出させることができ、第２部分ｗ５
２をキャビティｖ５に収容して第１部分ｗ５１を外部に露出させることもできる。
【０１２１】
　ヘッド本体ｈ５は、キャビティｖ５を有する。キャビティｖ５は、ソール部５０８に設
けられている。キャビティｖ５の位置は限定されない。
【０１２２】
　図示されないが、キャビティｖ５は、第１摺動部と第２摺動部とを有する。第１摺動部
及び第２摺動部のそれぞれは、キャビティｖ５の側面を構成している。第１摺動部及び第
２摺動部は、キャビティｖ５の長手方向（スライド方向）に沿って延在している。キャビ
ティｖ５は溝を構成しており、第１摺動部はこの溝の第１の側面を構成しており、第２摺
動部はこの溝の第２の側面を構成している。
【０１２３】
　第１部分ｗ５１又は第２部分ｗ５２は、キャビティｖ５に収容される。キャビティｖ５
に収容された状態で、ウエイトｗ５は、キャビティｖ５の内部を移動しうる。キャビティ
ｖ５は、ウエイトｗ５の移動を案内する。キャビティｖ５において、ウエイトｗ５はスラ
イドしうる。キャビティｖ５は、ウエイトｗ５をスライド移動させうるスライド溝である
。ウエイトｗ５は、キャビティｖ５の長手方向に沿って移動する。
【０１２４】
　図２１（ｂ）が示すように、カバーｃ５は、外面５５０と、内面５５２とを有する。外
面５５０は、ソール面５０８ａの一部を構成する。内面５５２は、ウエイトｗ５（第１部
分ｗ５１又は第２部分ｗ５２）に当接する。カバーｃ５は、直接的に、ウエイトｗ５を押
圧する。
【０１２５】
　カバーｃ５は、第１孔５５４と、第２孔５５６とを有する。第１孔５５４及び第２孔５
５６は、貫通孔である。ただし、第２孔５５６は２つに分裂している。第１孔５５４は、
カバーｃ５の第１端部５４６に設けられている。第２孔５５６は、カバーｃ５の第２端部
５４８に設けられている。第１端部５４６は、ネジ５１４によりヘッド本体ｈ５に固定さ
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れている。第２端部５４８は、ネジ５１４によりヘッド本体ｈ５に固定されている。カバ
ーｃ５は、第１端部５４６と第２端部５４８との間に位置する中間部５４７を有する。中
間部５４７の幅は、第１端部５４６及び第２端部５４８の幅と同じである。中間部５４７
の厚さは、第１端部５４６及び第２端部５４８の厚さよりも小さい。
【０１２６】
　カバーｃ５は、カバー係合部５５８を有する。カバー係合部５５８は、スリットである
。カバー係合部５５８は、カバーｃ５を厚さ方向に貫通している。カバー係合部５５８は
、第１端部５４６を除くカバーｃ５の全長に亘って設けられている。カバー係合部５５８
は、カバーｃ５の長手方向に沿って形成されている。カバー係合部５５８は、ウエイトｗ
５のスライド軌道に沿って延在している。カバー係合部５５８は、中間部５４７を２つに
分割している。カバー係合部５５８は、第２端部５４８を２つに分割している。カバー係
合部５５８は、第２端部５４８において開放されている。なお、カバー係合部５５８は、
第２端部５４８を２つに分割していなくてもよい。本実施形態では、ウエイトｗ５を中間
部５４７でカバー係合部５５８に取り付けることができる（図２１（ｂ）参照）。よって
、カバー係合部５５８の端部が開放されている必要はない。
【０１２７】
　閉状態のカバーｃ５は、キャビティｖ５を覆っている。本実施形態では、カバーｃ５は
キャビティｖ５の全体を覆っていない。カバーｃ５はキャビティｖ５の一部を覆っている
。カバー係合部５５８は、カバーｃ５がキャビティｖ５を覆わない部分を形成している。
【０１２８】
　図２１（ｂ）が示すように、ウエイトｗ５は、ウエイト係合部５７０を有する。ウエイ
ト係合部５７０は、連結部５２４である。ウエイト係合部５７０は、第１部分ｗ５１と第
２部分ｗ５２との間に延びている。連結部５２４の第１端部は第１部分ｗ５１に固定され
ている。連結部５２４の第２端部は第２部分ｗ５２に固定されている。連結部５２４は、
ウエイトｗ５におけるくびれ部を構成している。このように、ウエイトｗ５の少なくとも
１箇所にくびれ部を設けてもよい。このくびれ部がカバー係合部５５８（スリット）に挿
通されている。ウエイトｗ５では、くびれ部を介して上下対称な形状である。
【０１２９】
　ウエイト係合部５７０は、カバー係合部５５８に挿通されている挿通部５７２と、この
カバーｃ５の外側に露出している露出部５７４とを有する。挿通部５７２は、連結部５２
４である。第１部分ｗ５１がキャビティｖ５に収容されている場合、露出部５７４は第２
部分ｗ５２である。第２部分ｗ５２がキャビティｖ５に収容されている場合、露出部５７
４は第１部分ｗ５１である。露出部５７４（第１部分ｗ５１又は第２部分ｗ５２）は、カ
バー係合部５５８を通過できない寸法を有する。露出部５７４はカバーｃ５上をスライド
移動する。
【０１３０】
　ウエイト係合部５７０は、カバーｃ５と係合する。ウエイト係合部５７０は、カバーｃ
５のカバー係合部５５８と係合している。ウエイト係合部５７０は、スライド突起である
。カバー係合部５５８は、スライド溝である。
【０１３１】
　図２１（ａ）がよく示すように、ウエイトｗ５の露出部５７４は、カバーｃ５に隠され
ない。ウエイトｗ５の露出部５７４は、外部から視認される。
【０１３２】
　本実施形態では、キャビティｖ５の第１摺動部及び第２摺動部は摺動面である。第１部
分ｗ５１がキャビティｖ５に収容されたとき、第１摺動部は第１部分ｗ５１の第１当接部
５１６に当接し、第２摺動部は第１部分ｗ５１の第２当接部５１８に当接している。第２
部分ｗ５２がキャビティｖ５に収容されたとき、第１摺動部は第２部分ｗ５２の第１当接
部５１６に当接し、第２摺動部は第２部分ｗ５２の第２当接部５１８に当接している。ウ
エイトｗ５（第１部分ｗ５１、第２部分ｗ５２）のスライド移動は、キャビティｖ５（第
１摺動部及び第２摺動部）に案内される。第１部分ｗ５１又は第２部分ｗ５２とキャビテ
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ィｖ５との間に、スライド機構が構成されている。キャビティｖ５とウエイトｗ５との間
に、ウエイトｗ５のスライド移動を規制する規制機構は存在しない。
【０１３３】
　ウエイトｗ５は、３つの部材から構成されている。ウエイトｗ５は、分割構造を有する
。連結部５２４をカバー係合部５５８に挿通させつつ、第１部分ｗ５１と第２部分ｗ５２
とを連結することで、ウエイトｗ５がカバーｃ５に取り付けられうる（図２１（ｂ）参照
）。また、カバー係合部５５８は第２端部５４８側に開放されているので、第１部分ｗ５
１と第２部分ｗ５２とが結合した状態で、ウエイトｗ５をカバーｃ５に取り付けることも
できる。
【０１３４】
　ウエイトｗ５は、カバーｃ５に取り付けられている。カバー係合部５５８の端部を開放
させない限り、ウエイトｗ５はカバーｃ５から分離しない。第２端部５４８がヘッド本体
ｈ５に取り付けられている限り、カバー係合部５５８の端部は開放されず、ウエイトｗ５
はカバーｃ５から脱落しない。
【０１３５】
　カバーｃ５が閉状態で装着されると、キャビティｖ５内におけるウエイトｗ５の移動は
規制される。この閉状態は、ネジ５１４を適正に締め込むことで達成される。カバーｃ５
は、直接的に、ウエイトｗ５（第１部分ｗ５１又は第２部分ｗ５２）を押圧する。この押
圧により、ウエイトｗ５とそれに当接する部分との間の静止摩擦力が高まる。カバーｃ５
による押圧は、ウエイトｗ５のスライド移動を効果的に規制する。ネジ５１４を緩めるこ
とで、閉状態が解除されうる。閉状態が解除されることで、ウエイトｗ５はスライド移動
しうる。カバーｃ５をヘッド本体ｈ５から取り外すことなく、ウエイトｗ５を移動するこ
とができる。
【０１３６】
［第６実施形態］
　図２２は、第６実施形態のゴルフクラブヘッド６００をクラウン側から見た平面図であ
る。図２３は、ヘッド６００をバック側から見た背面図である。図２４は、ヘッド６００
の斜視図である。図２５（ａ）及び図２５（ｂ）は、ヘッド６００の背面図である。図２
４、図２５（ａ）及び図２５（ｂ）では、カバーｃ６がその一端部を中心として回転され
、キャビティｖ６から外されている。図２４、図２５（ａ）及び図２５（ｂ）では、カバ
ーｃ６は開状態である。
【０１３７】
　ヘッド６００は、フェース部６０４、クラウン部６０６、ソール部６０８、及びホーゼ
ル部６１０を有する。フェース部６０４は、打撃面６０４ａを有する。打撃面６０４ａは
、フェース部６０４の外面である。打撃面６０４ａは、フェースセンターＦｃを有する。
クラウン部６０６は、クラウン面６０６ａを有する。クラウン面６０６ａは、クラウン部
６０６の外面である。ソール部６０８は、ソール面６０８ａを有する。ソール面６０８ａ
は、ソール部６０８の外面である。ホーゼル部６１０はホーゼル孔６１２を有する。ヘッ
ド６００は、その内部に中空部を有する。この中空部は、フェース部６０４、クラウン部
６０６及びソール部６０８で囲まれている。フェース部６０４、クラウン部６０６及びソ
ール部６０８は、ヘッド６００（ヘッド本体ｈ６）の外殻部を構成している。
【０１３８】
　ヘッド６００は、ウッド型ヘッドである。ヘッド６００は、ドライバーヘッドである。
【０１３９】
　ヘッド６００は、ヘッド本体ｈ６と、ウエイトｗ６と、カバーｃ６と、カバー取付部材
としてのネジ６１４とを有する。ヘッド本体ｈ６は、フェース部６０４、クラウン部６０
６、ソール部６０８及びホーゼル部６１０を有する。
【０１４０】
　ウエイトｗ６は、第１当接部６１６と第２当接部６１８とを有する。第１当接部６１６
は、第１の側面（第１面）である。第２当接部６１８は、第２の側面（第２面）である。



(23) JP 2021-151381 A 2021.9.30

10

20

30

40

50

更に、ウエイトｗ６は、上面６２０と底面６２２とを有する。上面６２０は、カバーｃ６
の内面に対向している。
【０１４１】
　ヘッド本体ｈ６は、キャビティｖ６を有する。キャビティｖ６は、クラウン部６０６と
ソール部６０８との境界部に設けられている。なお、ヘッド６００は、いわゆるスカート
部（サイド部）を有していない。ヘッド６００では、クラウン部６０６の外縁が、ソール
部６０８の外縁と結合している。ヘッド６００は、スカート部（サイド部）を有していて
もよい。この場合、クラウン部６０６の外縁が、スカート部の外縁と結合している。
【０１４２】
　ウエイトｗ６は、キャビティｖ６に収容される。キャビティｖ６に収容された状態で、
ウエイトｗ６は、キャビティｖ６の内部を移動しうる。キャビティｖ６は、ウエイトｗ６
の移動を案内する。キャビティｖ６は、ウエイトｗ６をスライド移動させうるスライド溝
である。ウエイトｗ６は、キャビティｖ６の長手方向に沿って移動する。
【０１４３】
　図２５（ａ）及び図２５（ｂ）が示すように、キャビティｖ６は、第１摺動部６３０と
第２摺動部６３２とを有する。第１摺動部６３０及び第２摺動部６３２のそれぞれは、キ
ャビティｖ６の側面を構成している。第１摺動部６３０及び第２摺動部６３２は、キャビ
ティｖ６の長手方向（スライド方向）に沿って延在している。キャビティｖ６は溝を構成
しており、第１摺動部６３０はこの溝の第１の側面を構成しており、第２摺動部６３２は
この溝の第２の側面を構成している。キャビティｖ６は底面６３４を有する。本実施形態
では、第１摺動部６３０及び第２摺動部６３２は摺動面である。第１摺動部６３０は、ウ
エイトｗ６の第１当接部６１６に当接している。この当接は、面接触である。第２摺動部
６３２は、ウエイトｗ６の第２当接部６１８に当接している。この当接は、面接触である
。ウエイトｗ６は、第１摺動部６３０及び第２摺動部６３２に案内されて移動する。
【０１４４】
　図２５（ａ）及び図２５（ｂ）がよく示すように、キャビティｖ６はトウ側からヒール
側まで延在している。ウエイトｗ６は、第１位置から第２位置までの範囲を移動しうる。
すなわち、ウエイトｗ６の可動範囲は、第１位置から第２位置までである。図２５（ａ）
では、ウエイトｗ６が第１位置にある。この第１位置は、ウエイトｗ６の可動範囲におけ
る、最もヒール側の位置である。図２５（ｂ）では、ウエイトｗ６が第２位置にある。こ
の第２位置は、ウエイトｗ６の可動範囲における、最もトウ側の位置である。キャビティ
ｖ６は、ウエイトｗ６のトウ－ヒール方向位置を変更しうるように延在している。
【０１４５】
　キャビティｖ６は、ヘッド６００のバック側に向かって凸となるように曲がって延在し
ている。ウエイトｗ６がこの曲がりの頂点付近に移動したとき、ウエイトｗ６は最もバッ
ク側に位置しうる。キャビティｖ６は、ウエイトｗ６のフェース－バック方向位置を変更
しうるように延在している。
【０１４６】
　図２５（ａ）及び図２５（ｂ）が示すように、前記可動範囲において、キャビティｖ６
の第１摺動部６３０とウエイトｗ６の第１当接部６１６との面接触は維持されている。第
１摺動部６３０と第１当接部６１６とは同じ曲率の曲面である。前記可動範囲において、
キャビティｖ６の第２摺動部６３２とウエイトｗ６の第２当接部６１８との面接触は維持
されている。第２摺動部６３２と第２当接部６１８とは同じ曲率の曲面である。
【０１４７】
　図２５（ａ）及び図２５（ｂ）が示すように、ヘッド本体ｈ６は、第１のカバー支持部
６４０と、第２のカバー支持部６４２とを有する。第１のカバー支持部６４０及び第２の
カバー支持部６４２のそれぞれは、ネジ穴６４４を有する。第１のカバー支持部６４０に
、カバーｃ６の第１端部６４６が固定される。第２のカバー支持部６４２に、カバーｃ６
の第２端部６４８が固定される。
【０１４８】
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　カバーｃ６は、外面６５０と、内面６５２とを有する。外面６５０は、クラウン面６０
６ａの一部を構成する。外面６５０は、ソール面６０８ａの一部を構成する。内面６５２
は、ウエイトｗ６に当接する。
【０１４９】
　カバーｃ６は、第１孔６５４と、第２孔６５６とを有する。第１孔６５４及び第２孔６
５６は、貫通孔である。第１孔６５４は、カバーｃ６の第１端部６４６に設けられている
。第２孔６５６は、カバーｃ６の第２端部６４８に設けられている。第１端部６４６は、
カバー取付部材（ネジ）６１４によりヘッド本体ｈ６に固定されている。第１端部６４６
において、ネジ６１４は第１孔６５４に挿通されつつネジ穴６４４にねじ込まれている。
第２端部６４８は、ネジ６１４によりヘッド本体ｈ６に固定されている。第２端部６４８
において、ネジ６１４は第２孔６５６に挿通されつつネジ穴６４４にねじ込まれている。
【０１５０】
　閉状態のカバーｃ６は、キャビティｖ６を覆っている。本実施形態では、カバーｃ６は
カバーｃ６の全体を覆っている。本実施形態では、カバーｃ６が装着されると、ウエイト
ｗ６は視認されない。
【０１５１】
　カバーｃ６が閉状態でないとき、ウエイトｗ６はキャビティｖ６内を自由に移動しうる
（図２５（ａ）及び図２５（ｂ）参照）。カバーｃ６が閉状態とされると、キャビティｖ
６内におけるウエイトｗ６の移動は規制される。この閉状態は、ネジ６１４を適正に締め
込むことで達成される。カバーｃ６は、直接的に、ウエイトｗ６を押圧する。この押圧に
より、ウエイトｗ６とカバーｃ６との間の静止摩擦力が高まる。この押圧により、ウエイ
トｗ６とキャビティｖ６（第１摺動部６３０、第２摺動部６３２）との間の静止摩擦力が
高まる。カバーｃ６による押圧は、ウエイトｗ６のスライド移動を効果的に規制しうる。
【０１５２】
　図２４、図２５（ａ）及び図２５（ｂ）が示すように、カバーｃ６は、ヘッド本体ｈ６
から分離されることなく開状態とされている。一方のネジ６１４をヘッド本体ｈ６から外
し、他方のネジ６１４はヘッド本体ｈ６に結合させておくことができる。この他方のネジ
６１４を緩めることで、カバーｃ６を回転させ、キャビティｖ６から外すことができる。
この開状態により、ウエイトｗ６に直接触れて移動させることができる。
【０１５３】
　前述の通り、キャビティｖ６は、クラウン部６０６とソール部６０８との境界部に設け
られている。図２２が示すように、ヘッド６００をクラウン部６０６側から見た平面視に
おいて、閉状態のカバーｃ６が視認される。また、ヘッド６００をソール部６０８側から
見た平面視においても、閉状態のカバーｃ６が視認される。カバーｃ６は、クラウン側か
ら見たときのヘッド６００の輪郭線ｋ１を構成している。カバーｃ６は、クラウン面６０
６ａの輪郭線ｋ２を構成している。輪郭線ｋ２は、輪郭線ｋ１の一部である。外面６５０
は、クラウン面６０６ａの一部を構成している。カバーｃ６は、ソール面６０８ａの輪郭
線ｋ３を構成している。輪郭線ｋ３は、輪郭線ｋ２に一致する。外面６５０は、ソール面
６０８ａの一部を構成している。
【０１５４】
　第１孔６５４及び第２孔６５６は、輪郭線ｋ１を構成していない。第１孔６５４及び第
２孔６５６は、輪郭線ｋ１よりもソール側に設けられている。第１孔６５４及び第２孔６
５６は、輪郭線ｋ１から離れている。第１孔６５４及び第２孔６５６は、輪郭線ｋ２から
離れている。第１孔６５４及び第２孔６５６は、輪郭線ｋ３から離れている。この構成は
、ヘッドの輪郭線に凹み部が形成されてゴルフルールに違反することを防止する。
【０１５５】
　カバーｃ６は、クラウン面６０６ａから突出している。カバーｃ６は、ソール面６０８
ａから突出している。カバーｃ６の幅は、キャビティｖ６の幅よりも大きい。カバーｃ６
の両側の縁部は、キャビティｖ６からはみ出ている。カバーｃ６の両側の縁部は、ヘッド
本体ｈ６の外面を覆う位置まで延びている。カバーｃ６の両側の縁部は、ヘッド本体ｈ６
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の外面を覆っている。カバーｃ６は、クラウン面６０６ａを覆うクラウン被覆部６７０を
有している。カバーｃ６は、ソール面６０８ａを覆うソール被覆部６７２を有している。
クラウン被覆部６７０は、キャビティｖ６の第１縁６７４に沿って延びている。第１縁６
７４はクラウン面６０６ａに位置する。第１縁６７４は、ヘッド本体ｈ６におけるクラウ
ン部６０６の外縁である。ソール被覆部６７２は、キャビティｖ６の第２縁６７６に沿っ
て延びている。第２縁６７６はソール面６０８ａに位置する。第２縁６７６は、ヘッド本
体ｈ６におけるソール部６０８の外縁である。
【０１５６】
　カバーｃ６は、クラウン面６０６ａから突出している。カバーｃ６は、ソール面６０８
ａから突出している。
【０１５７】
［第７実施形態］
　図２６は、第７実施形態のゴルフクラブヘッド７００をクラウン側から見た斜視図であ
る。
【０１５８】
　ヘッド７００は、フェース部（図示されず）、クラウン部７０６、ソール部（図示され
ず）、及びホーゼル部７１０を有する。クラウン部７０６は、クラウン面７０６ａを有す
る。クラウン面７０６ａは、クラウン部７０６の外面である。ヘッド７００は、その内部
に中空部を有する。ヘッド７００は、ウッド型ヘッドである。ヘッド７００は、ドライバ
ーヘッドである。
【０１５９】
　ヘッド７００は、ヘッド本体ｈ７と、ウエイトｗ７と、カバーｃ７と、カバー取付部材
としてのネジ７１４とを有する。ヘッド本体ｈ７は、フェース部（図示されず）、クラウ
ン部７０６、ソール部（図示されず）及びホーゼル部７１０を有する。
【０１６０】
　ヘッド本体ｈ７は、キャビティｖ７を有する。キャビティｖ７は、クラウン部７０６に
設けられている。
【０１６１】
　カバーｃ７は、第１孔７５４と、第２孔７５６とを有する。第１孔７５４及び第２孔７
５６は、貫通孔である。第１孔７５４は、カバーｃ７の第１端部７４６に設けられている
。第２孔７５６は、カバーｃ７の第２端部７４８に設けられている。第１端部７４６は、
カバー取付部材（ネジ）７１４によりヘッド本体ｈ７に固定されている。第２端部７４８
は、ネジ７１４によりヘッド本体ｈ７に固定されている。
【０１６２】
　カバーｃ７が閉状態でないとき、ウエイトｗ７はキャビティｖ７内を自由に移動しうる
。カバーｃ７が閉状態とされると、キャビティｖ７内におけるウエイトｗ７の移動は規制
される。この閉状態は、ネジ７１４を適正に締め込むことで達成される。カバーｃ７は、
直接的に、ウエイトｗ７を押圧する。この押圧により、ウエイトｗ７とカバーｃ７との間
の静止摩擦力が高まる。この押圧により、ウエイトｗ７とキャビティｖ７との間の静止摩
擦力が高まる。カバーｃ７による押圧は、ウエイトｗ７のスライド移動を効果的に規制し
うる。
【０１６３】
　閉状態のカバーｃ７は、キャビティｖ７を覆っている。本実施形態では、カバーｃ７は
カバーｃ７の全体を覆っている。
【０１６４】
　カバーｃ７は、透明性を有する。カバーｃ７は、ウエイトｗ７がカバーｃ７を通して視
認できる程度の透明性を有する。図２６が示すように、カバーｃ７の内側にあるウエイト
ｗ７が視認される。
【０１６５】
［変形例（外側からウエイトを視認させうるカバー）］
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　図２７（ａ）は、変形例のヘッド７００１をクラウン側から見た斜視図である。図２７
（ｂ）は、変形例のヘッド７００２をクラウン側から見た斜視図である。
【０１６６】
　ヘッド７００１は、第７実施形態のヘッド７００の変形例である。カバーｃ７に代えて
カバーｃ７１が用いられている他は、ヘッド７００１はヘッド７００と同じである。カバ
ーｃ７１は、透明性を有しない。カバーｃ７１は、窓部７７０を有する。窓部７７０は、
カバーｃ７１を貫通している。窓部７７０は、カバーｃ７１の延在方向に沿って延びてい
る。窓部７７０は、ウエイトｗ７のスライド方向に沿って延びている。窓部７７０を通し
て、カバーｃ７１の内側にあるウエイトｗ７が視認されうる。窓部７７０により、カバー
ｃ７１が閉じられているときでもウエイトｗ７の位置が確認されうる。図２７（ａ）及び
図２７（ｂ）では、窓部を通じて見えるウエイトｗ７がクロスハッチングで示されている
。この点は本願の他の図面でも同じである。
【０１６７】
　カバーｃ７１は、第１孔７５４と、第２孔７５６とを有する。第１孔７５４及び第２孔
７５６は、貫通孔である。第１孔７５４は、カバーｃ７１の第１端部７４６に設けられて
いる。第２孔７５６は、カバーｃ７１の第２端部７４８に設けられている。第１端部７４
６は、カバー取付部材（ネジ）７１４によりヘッド本体ｈ７に固定されている。第２端部
７４８は、ネジ７１４によりヘッド本体ｈ７に固定されている。
【０１６８】
　ヘッド７００２は、第７実施形態のヘッド７００の変形例である。カバーｃ７に代えて
カバーｃ７２が用いられている他は、ヘッド７００２はヘッド７００と同じである。カバ
ーｃ７２は、透明性を有しない。カバーｃ７２は、窓部７７２を有する。窓部７７２は、
カバーｃ７２を貫通している。窓部７７２は、カバーｃ７２の延在方向に沿って延びてい
る。窓部７７２は、ウエイトｗ７のスライド方向に沿って延びている。窓部７７２を通し
て、カバーｃ７２の内側にあるウエイトｗ７が視認されうる。窓部７７２により、カバー
ｃ７２が閉じられているときでもウエイトｗ７の位置が確認されうる。
【０１６９】
　カバーｃ７２は、第１孔７５４と、第２孔７５６とを有する。第１孔７５４及び第２孔
７５６は、貫通孔である。第１孔７５４は、カバーｃ７２の第１端部７４６に設けられて
いる。第２孔７５６は、カバーｃ７２の第２端部７４８に設けられている。第１端部７４
６は、カバー取付部材（ネジ）７１４によりヘッド本体ｈ７に固定されている。第２端部
７４８は、ネジ７１４によりヘッド本体ｈ７に固定されている。
【０１７０】
　ヘッド７００２のように、窓部７７２は分割されていてもよい。換言すれば、窓部７７
２は複数であってもよい。換言すれば、窓部７７２は、途中で途切れていてもよい。ウエ
イトｗ７の位置に関わらずウエイトｗ７の全体が隠れないように、窓部７７２が分割され
るのが好ましい。第１の窓部７７２ａと第２の窓部７７２ｂとの間の非窓部７７４は、カ
バーｃ７２の剛性を高めうる。非窓部７７４は、ウエイトｗ７に対するカバーｃ７２の押
圧力を高めうる。
【０１７１】
［変形例（窓部）］
　図２８（ａ）は、変形例のヘッド７００３をクラウン側から見た斜視図である。図２８
（ｂ）は、変形例のヘッド７００４をクラウン側から見た斜視図である。
【０１７２】
　ヘッド７００３は、ヘッド７００１の変形例である。ヘッド７００３では、カバーｃ７
に代えてカバーｃ７３が用いられている。カバーｃ７３は、窓部７７４を有する。窓部７
７４は、窓部７７０と同じである。
【０１７３】
　ヘッド７００４は、ヘッド７００２の変形例である。ヘッド７００４では、カバーｃ７
に代えてカバーｃ７４が用いられている。カバーｃ７４は、窓部７７６を有する。窓部７
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７６は、窓部７７２と同じである。
【０１７４】
　カバーｃ７３は、第１孔７８４と、第２孔７８６とを有する。第１孔７８４及び第２孔
７８６は、貫通孔である。第１孔７８４は、カバーｃ７３の第１端部７８８に設けられて
いる。第２孔７８６は、カバーｃ７３の第２端部７９０に設けられている。第１端部７８
８は、カバー取付部材（ネジ）７１４によりヘッド本体に固定されている。第２端部７９
０は、ネジ７１４によりヘッド本体に固定されている。
【０１７５】
　カバーｃ７４は、第１孔７８４と、第２孔７８６とを有する。第１孔７８４及び第２孔
７８６は、貫通孔である。第１孔７８４は、カバーｃ７４の第１端部７８８に設けられて
いる。第２孔７８６は、カバーｃ７４の第２端部７９０に設けられている。第１端部７８
８は、カバー取付部材（ネジ）７１４によりヘッド本体に固定されている。第２端部７９
０は、ネジ７１４によりヘッド本体に固定されている。
【０１７６】
　ヘッド７００３では、カバーｃ７３の第１端部７８８及び第２端部７９０の幅が、中間
部７８９の幅よりも狭い。中間部７８９は、第１端部７８８と第２端部７９０との間の部
分である。ヘッド７００４でも、カバーｃ７４の第１端部７８８及び第２端部７９０の幅
が、中間部７８９の幅よりも狭い。これに対して、ヘッド７００１では、カバーｃ７１の
第１端部７４６及び第２端部７４８の幅が、中間部７４７の幅よりも広い。中間部７４７
は、第１端部７４６と第２端部７４８との間の部分である。ヘッド７００２でも、カバー
ｃ７２の第１端部７４６及び第２端部７４８の幅が、中間部７４７の幅よりも広い。この
ように、カバーの幅は変化していてもよい。
【０１７７】
　図２９（ａ）は、変形例のヘッド１００１をソール側から見た底面図である。図２９（
ｂ）は、変形例のヘッド１００２をソール側から見た斜視図である。
【０１７８】
　ヘッド１００１は、第１実施形態のヘッド１００の変形例である。カバーｃ１に代えて
カバーｃ１１が用いられている他は、ヘッド１００１はヘッド１００と同じである。カバ
ーｃ１１は、透明性を有しない。カバーｃ１１は、窓部１９０を有する。窓部１９０は、
カバーｃ１１を貫通している。窓部１９０は、カバーｃ１１の延在方向に沿って延びてい
る。窓部１９０は、ウエイトｗ１のスライド方向に沿って延びている。窓部１９０を通し
て、カバーｃ１１の内側にあるウエイトｗ１が視認されうる。窓部１９０により、カバー
ｃ１１が閉じられているときでもウエイトｗ１の位置が確認されうる。
【０１７９】
　ヘッド１００２は、ヘッド１００１の変形例である。カバーｃ７１に代えてカバーｃ１
２が用いられている他は、ヘッド１００２はヘッド１００１と同じである。カバーｃ１２
は、窓部１９２を有する。窓部１９２は、分割されている。
【０１８０】
［変形例（カバーの固定構造）］
　前述した各実施形態では、カバーの第１端部及び第２端部はネジによりヘッド本体に固
定されている。カバーの固定構造は、このような形態に限定されない。
【０１８１】
　図３０、図３１及び図３２のそれぞれは、変形例のヘッドにおけるキャビティ部分の拡
大断面図である。
【０１８２】
　図３０の実施形態は、カバーｃ８１とヘッド本体ｈ８１とを有しており、ヘッド本体ｈ
８１はキャビティｖ８１を有する。ヘッド本体ｈ８１は、第１のカバー支持部８１０と、
第２のカバー支持部８１２とを有する。第１のカバー支持部８１０は、ネジ穴８１４を有
する。第２のカバー支持部８１２は、ネジ穴を有していない。第２のカバー支持部８１２
は、カバー挿入部８１６を有する。カバー挿入部８１６は凹部である。
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【０１８３】
　カバーｃ８１は、第１端部８２０と第２端部８２２とを有する。第１端部８２０はネジ
穴を有している。第１端部８２０は、第１のカバー支持部８１０に固定されている。第１
端部８２０は第１のカバー支持部８１０にネジ止めされている。第２端部８２２は、第２
のカバー支持部８１２に固定されている。第２端部８２２は、挿入端部８２４を有してい
る。挿入端部８２４は、ヘッド内側に向かう第１部分８２６と、この第１部分８２６から
ヘッド外面に沿って延びる第２部分８２８とを有する。カバー挿入部８１６は、挿入端部
８２４に対応した形状を有している。挿入端部８２４がカバー挿入部８１６に挿入される
ことで、第２端部８２２のヘッド外面に沿った方向の動きが規制されている。更に、この
挿入により、第２端部８２２のヘッド外側に向かう方向の動きが規制されている。挿入端
部８２４がカバー挿入部８１６に挿入されることで、第２端部８２２は第２のカバー支持
部８１２に固定されている。第１端部８２０を固定するネジ８３０を緩めることで、第２
端部８２２をカバー挿入部８１６から引き抜くことが可能となる。
【０１８４】
　カバー挿入部８１６は、カバーｃ８１の第２端部８２２が挿入されたときにカバーｃ８
１がキャビティｖ８１の開口に沿って延びるように構成されている。カバー挿入部８１６
は、カバーｃ８１の第２端部８２２（挿入端部８２４）の上側に位置する上側配置部８３
２を含む。上側配置部８３２はカバーｃ８１が開くのを効果的に防止する。
【０１８５】
　図３１の実施形態は、カバーｃ８２とヘッド本体ｈ８２とを有している。ヘッド本体ｈ
８２はキャビティｖ８２を有する。ヘッド本体ｈ８２は、第１のカバー支持部８４０と、
第２のカバー支持部８４２とを有する。第１のカバー支持部８４０は、ネジ穴８４４を有
する。第２のカバー支持部８４２には、蝶番８４６が設けられている。
【０１８６】
　カバーｃ８２は、第１端部８５０と第２端部８５２とを有する。第１端部８５０はネジ
穴を有している。第１端部８５０は第１のカバー支持部８４０にネジ止めされている。第
２端部８５２は、蝶番８４６により、第２のカバー支持部８５２に回動可能に固定されて
いる。第１端部８５０を固定するネジ８５４を外すことで、カバーｃ８２は回動する。こ
の回動により、カバーｃ８２をヘッド本体ｈ８２から分離することなく、カバーｃ８２を
開閉することができる。
【０１８７】
　図３２の実施形態は、カバーｃ８３とヘッド本体ｈ８３とを有している。ヘッド本体ｈ
８３はキャビティｖ８３を有する。ヘッド本体ｈ８３は、第１のカバー支持部８６０と、
第２のカバー支持部８６２と、第３のカバー支持部８６３とを有する。第１のカバー支持
部８６０に、第１の蝶番８６４が設けられている。第２のカバー支持部８６２には、第２
の蝶番８６６が設けられている。
【０１８８】
　カバーｃ８３は、第１端部８７０と第２端部８７２とを有する。第１端部８７０は、第
１の蝶番８６４により、第１のカバー支持部８６０に固定されている。第２端部８７２は
、第２の蝶番８６６により、第２のカバー支持部８６２に固定されている。第１端部８７
０と第２端部８７２との間の中間位置において、カバーｃ８３は第３のカバー支持部８６
３にネジ８７４で固定されている。ネジ８７４を外すと、カバーｃ８３の弾性変形により
、第１端部８７０及び第２端部８７２を回動させることができる。この回動により、カバ
ーｃ８３をヘッド本体ｈ８３から分離することなく、カバーｃ８３を開閉することができ
る。
【０１８９】
　図３３（ａ）の実施形態は、カバーｃ８４とヘッド本体ｈ８４とを有している。ヘッド
本体ｈ８４はキャビティｖ８４を有する。ヘッド本体ｈ８４は、第１のカバー支持部８８
０と、第２のカバー支持部８８１と、第３のカバー支持部８８２とを有する。第１のカバ
ー支持部８８０に、第１の蝶番８８３が設けられている。第２のカバー支持部８８１に、
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第２の蝶番８８４が設けられている。カバーｃ８４は、第１端部８８５と第２端部８８６
とを有する。第１端部８８５は、第１の蝶番８８３により、第１のカバー支持部８８０に
固定されている。第２端部８８６は、第２の蝶番８８４により、第２のカバー支持部８８
１に固定されている。第１端部８８５と第２端部８８６との間の中間位置において、カバ
ーｃ８４は第３のカバー支持部８８２にネジ８８７で固定されている。第３のカバー支持
部８８２は、キャビティｖ８４内に設けられているが、図３２の実施形態と同様に、キャ
ビティｖ８４の底面から浮いた位置に設けられており、ウエイトの移動を阻害しない。２
つの蝶番８８３、８８４の回転軸線Ｚ１は同一直線上に位置している。ネジ８８７を第３
のカバー支持部８８２から外すと、カバーｃ８４を回転軸線Ｚ１回りに回動することがで
きる。この回動により、カバーｃ８４をヘッド本体ｈ８４から分離することなく、カバー
ｃ８４を開閉することができる。
【０１９０】
　図３３（ｂ）の実施形態は、カバーｃ８５とヘッド本体ｈ８５とを有している。ヘッド
本体ｈ８５はキャビティｖ８５を有する。ヘッド本体ｈ８５は、第１のカバー支持部８９
０と、第２のカバー支持部８９１と、第３のカバー支持部８９２とを有する。第１のカバ
ー支持部８９０に、第１の蝶番８９３が設けられている。第２のカバー支持部８９１に、
第２の蝶番８９４が設けられている。カバーｃ８５は、第１端部８９５と第２端部８９６
とを有する。第１端部８９５は、第１の蝶番８９３により、第１のカバー支持部８９０に
固定されている。第２端部８９６は、第２の蝶番８９４により、第２のカバー支持部８９
１に固定されている。第１端部８９５と第２端部８９６との間の中間位置において、カバ
ーｃ８５に突出延在部８９８が形成されている。突出延在部８９８は、キャビティｖ８５
から外れた位置まで延びている。カバーｃ８５の突出延在部８９８は第３のカバー支持部
８９２にネジ８９７で固定されている。第３のカバー支持部８９２は、キャビティｖ８５
の外に設けられている。２つの蝶番８９３、８９４の回転軸線Ｚ１は同一直線上に位置し
ている。ネジ８９７を第３のカバー支持部８９２から外すと、カバーｃ８５を回転軸線Ｚ
１回りに回動することができる。この回動により、カバーｃ８５をヘッド本体ｈ８５から
分離することなく、カバーｃ８５を開閉することができる。
【０１９１】
［変形例（ウエイトがキャビティを貫通する構造）］
　図３４（ａ）の実施形態は、カバーｃ９１とウエイトｗ９１とを有している。ヘッド本
体ｈ９１はキャビティｖ９１を有している。ウエイトｗ９１は、延在部９０４を有してい
る。延在部９０４は、ウエイトｗ９１の底面９２２に設けられている。キャビティｖ９１
は開口９０６を有している。開口９０６は、ウエイトｗ９１のスライド移動の軌跡に沿っ
て延びており、スリットを構成している。キャビティｖ９１（の底面）を構成する壁部９
０２に、開口９０６が設けられている。ウエイトｗ９１の延在部９０４は、開口９０６を
貫通して延びている。延在部９０４は、開口９０６（壁部９０２）を貫通してヘッド内側
（中空部Ｓ１）に到達している。ウエイトｗ９１の第１当接部９１６はキャビティｖ９１
の第１摺動部９３０に当接しており、ウエイトｗ９１の第２当接部９１８は第２摺動部９
３２に当接している。開口９０６によりキャビティｖ９１は軽量化されている。延在部９
０４により、ウエイトｗ９１の重量が増加しており、ヘッド重心調整の自由度が高められ
ている。
【０１９２】
　図３４（ｂ）の実施形態は、図３４（ａ）の変形例である。この実施形態では、ウエイ
トｗ９１に代えてウエイトｗ９２が設けられている。このウエイトｗ９２は、ウエイト本
体９１０と高比重部９１２とを有する。高比重部９１２の比重は、ウエイト本体９１０の
比重よりも大きい。前記延在部９０４が高比重部９１２を含む。高比重部９１２により、
ウエイトｗ９２の重量が更に増加し、ヘッド重心調節の自由度が高められている。
【０１９３】
［変形例（上下反転可能なウエイト）
　図３５の実施形態は、第１実施形態の変形例である。本実施形態は、第１実施形態と同
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じヘッド本体ｈ１、キャビティｖ１及びカバーｃ１を有する。第１実施形態との相違はウ
エイトのみである。第１実施形態のウエイトｗ１がウエイトｗ９３に変更されている。ウ
エイトｗ９３は、第１部分９４０と第２部分９４２とを有する。ウエイトｗ９３は、上下
対称性を有する。ウエイトｗ９３は面対称性を有している。対称面は第１部分９４０と第
２部分９４２との境界面ｍ１である。第１部分９４０と第２部分９４２とで、比重が異な
る。
【０１９４】
　ウエイトｗ９３は、上下反転して、キャビティｖ１に取り付けることができる。図３５
に示されるウエイトｗ９３の第１姿勢では、第２部分９４２が第１部分９４０の下側に位
置する。この第１姿勢では、第２部分９４２がキャビティｖ１に当接している。この第１
姿勢では、第１部分９４０はキャビティｖ１に当接していない。より詳細には、第２部分
９４２の第１当接部（第１の側面）９４２ａが第１摺動部１３０に当接しており、第２部
分９４２の第２当接部（第２の側面）９４２ｂが第２摺動部１３２に当接している。第１
部分９４０の第１当接部（第１の側面）９４０ａはキャビティｖ１に当接しておらず、第
１部分９４０の第２当接部（第２の側面）９４０ｂもキャビティｖ１に当接していない。
すなわち、第１部分９４０はキャビティｖ１に当接していない。
【０１９５】
　図３５の状態からウエイトｗ９３を上下反転させると、ウエイトｗ９３は第２姿勢とな
る。この第２姿勢では、第１部分９４０が第２部分９４２の下側に位置する。この第２姿
勢では、第１部分９４０がキャビティｖ１に当接している。この第２姿勢では、第２部分
９４２はキャビティｖ１に当接しない。より詳細には、第１部分９４０の第１当接部（第
１の側面）９４０ａが第１摺動部１３０に当接し、第１部分９４０の第２当接部（第２の
側面）９４０ｂが第２摺動部１３２に当接する。この場合、第２部分９４２の第１当接部
（第１の側面）９４２ａはキャビティｖ１に当接しておらず、第２部分９４２の第２当接
部（第２の側面）９４２ｂもキャビティｖ１に当接していない。すなわち、第２部分９４
２はキャビティｖ１に当接しない。
【０１９６】
　なお、キャビティｖ１の形態によっては、前記第１姿勢において、第２部分９４２に加
えて第１部分９４０もキャビティｖ１に当接しうる。図３５が示すように、第１部分９４
０の第１当接部９４０ａは僅かに第１摺動部１３０から離れているが、第１摺動部１３０
が境界面ｍ１に対して垂直である場合には、第１姿勢において第１当接部９４０ａが第１
摺動部１３０に当接しうる。
【０１９７】
　ウエイトｗ９３を上下反転されることで、キャビティｖ１に対するウエイトｗ９３の重
心位置が変化する。よって、ウエイトｗ９３が上下反転されることで、ヘッドの重心位置
が変化する。
【０１９８】
　ウエイトｗ９３を上下反転させることで、ウエイトｗ９３の重心位置が上下方向におい
て変わるのが好ましい。例えば、第１部分９４０の比重を第２部分９４２の比重と相違さ
せることができる。
【０１９９】
　図３６（ａ）は、カバー取付部材としてのネジ９５０近傍の断面図である。ネジ９５０
は、カバーｃ９５をヘッド本体ｈ９５に固定している。ネジ９５０は、頭部９５２と軸部
９５４とを有する。頭部９５２の底面９５２ａは、軸部９５４の中心線に対して垂直な方
向に延在している。頭部９５２の側面９５２ｂは、軸部９５４の中心線に平行な方向に延
在している。軸部９５４は雄ねじ部を有している。このネジ９５０を締結することで、カ
バーｃ９５は閉状態となる。この閉状態において、ネジ９５０は、カバーｃ９５から突出
していない。カバーｃ９５は、頭部９５２を収容する凹部９５６と、凹部９５６に収容さ
れた頭部９５２の底面９５２ａにより押圧される受け部９５８とを有している。
【０２００】
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　図３６（ｂ）は、変形例のネジ９６０近傍の断面図である。ネジ９６０は、カバーｃ９
６をヘッド本体ｈ９６に固定している。ネジ９６０は、頭部９６２と軸部９６４とを有す
る。頭部９６２の底面９６２ａは、軸部９６４の中心線に対して垂直な方向に延在してい
る。頭部９６２の側面９６２ｂにはテーパーが設けられている。頭部９６２の側面９６２
ｂは、軸部９６４の中心線に対して傾斜した方向に延在している。側面９６２ｂは、軸部
９６４側に向かうにつれて軸部９６４の中心線に近づくように傾斜している。側面９６２
ｂは、円錐凸面を構成している。軸部９６４は雄ねじ部を有している。このネジ９６０を
締結することで、カバーｃ９６は閉状態となる。この閉状態において、ネジ９６０は、カ
バーｃ９６から突出していない。カバーｃ９６は、頭部９６２を収容する凹部（孔）９６
６と、凹部９６６に収容された頭部９６２の側面９６２ｂにより押圧される受け部９６８
とを有している。受け部９６８は、側面９６２ｂと接触する斜面９６８ａを有する。斜面
９６８ａは円錐凹面を構成している。
【０２０１】
　図３０から図３２に示されるように、閉状態において、ネジはカバーから突出していて
もよい。好ましくは、閉状態において、ネジ９５０（頭部９５２）はカバーｃ９５から突
出していないのがよい。前述した第１から第７実施形態でも、カバーを固定するネジはカ
バーから突出していない。図３６（ｂ）の実施形態のように、頭部９６２の側面９６２ａ
を傾斜させると、この側面９６２ａでカバーｃ９６を押さえることができる。この場合、
底面９６２ａとヘッド本体ｈ９６との間にカバーｃ９６を設けることは不要である。よっ
て、カバーｃ９６をより薄くすることが可能となり、カバーｃ９６の設計自由度が高まる
。
【０２０２】
［作用効果］
　上述した各実施形態は、以下の作用効果を奏する。
【０２０３】
　第１から第７実施形態では、閉状態のカバーがウエイトに押圧力を付与している。この
ため、ウエイトとキャビティとの間、及び、ウエイトとカバーとの間において、静止摩擦
力が高まる。よって、ウエイトとキャビティとの間にウエイトの位置を固定する係合構造
を設けることなく、ウエイトの位置を固定することができる。また、カバーを開状態とす
るだけで、ウエイトの固定を解除することができる。
【０２０４】
　第１から第７実施形態では、ウエイトは、キャビティに置かれている。ウエイトは、置
かれるだけで、キャビティ内におけるスライド移動が可能な状態となっている。したがっ
て、ウエイトの取り付け及び取り外しは容易である。また、ウエイトの交換も容易である
。ウエイトのスライド移動も、ウエイトを押して滑らせるだけでよく、容易である。
【０２０５】
　第１から第７実施形態では、ウエイトの当接部とキャビティの摺動部とが当接している
。ウエイトのスライド移動では、前記当接部が前記摺動部に対してスライドする。この構
成により、ウエイトの取り付け及び取り外しが容易で且つスライド移動が可能なスライド
構造が容易に達成される。
【０２０６】
　第１から第７実施形態では、キャビティが、ウエイトをスライドさせるためのスライド
溝を構成している。また、ウエイトは、スライド溝におけるスライド移動が可能な形状を
有している。よって、ウエイトのスライドが可能で且つウエイトの着脱が容易な構造が実
現されている。
【０２０７】
　第１から第７実施形態では、ウエイトの当接部が、第１当接部及び第２当接部を有して
おり、キャビティの摺動部が、第１摺動部及び第２摺動部を有している。前記第１当接部
がウエイトの第１の側面であり、前記第２当接部が、ウエイトの第２の側面である。また
、キャビティの第１摺動部が前記スライド溝の第１の側面であり、キャビティの第２摺動
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部が前記スライド溝の第２の側面である。よって、ウエイトのスライドが可能で且つウエ
イトの着脱が容易な構造が実現されている。
【０２０８】
　キャビティの第１摺動部及び第２摺動部は、テーパーを構成している。第１摺動部と第
２摺動部との間隔は、下側にいくにつれて狭くなっている。第１摺動部と第２摺動部との
間隔は、キャビティの底面に近づくにつれて狭くなっている。また、ウエイトも、テーパ
ー形状を有している。第１当接部と第２当接部との距離は、下側にいくにつれて狭くなっ
ている。よって、ウエイトがキャビティにより安定的に支持され、円滑なスライドが可能
となる。また、カバーがウエイトに押圧力を付与することで、ウエイトとキャビティとの
間で静止摩擦力が高まる。
【０２０９】
　第１から第７実施形態では、ウエイトの当接部の形状が、キャビティの摺動部の形状に
沿っている。これらの実施形態では、ウエイトの当接部は曲面であり、当接曲面を構成し
ている。キャビティの摺動部も曲面であり、摺動曲面を構成している。これらの曲面によ
り、ウエイトの円滑なスライドが可能となる。スライドの円滑性を高める観点から、この
摺動曲面の曲率は略一定が好ましく、一定であるのがより好ましい。略一定とは、±５％
、より好ましくは±３％の誤差を許容する趣旨である。ただし、摺動曲面の曲率が変動し
ていても、ウエイトは３点で摺動曲面に当接して安定的にスライドしうる。スライドの円
滑性を高める観点から、摺動曲面の曲率は、当接曲面の曲率に略一致しているのが好まし
く、一致しているのがより好ましい。略一致とは、±５％、より好ましくは±３％の誤差
を許容する趣旨である。ただし、摺動曲面の曲率と当接曲面の曲率とが相違していても、
ウエイトは３点で摺動曲面に当接して安定的にスライドしうる。
【０２１０】
　より詳細には、第１から第７実施形態において、キャビティの第１摺動部及び第２摺動
部は曲面であり、それぞれ第１摺動曲面及び第２摺動曲面を構成している。ウエイトの第
１当接部及び第２当接部も曲面であり、それぞれ第１当接曲面及び第２当接曲面を構成し
ている。スライドの円滑性を高める観点から、第１摺動曲面及び第２摺動曲面の曲率は略
一定であるのが好ましく、一定であるのがより好ましい。スライドの円滑性を高める観点
から、第１摺動曲面の曲率と第１当接曲面の曲率とは略同一であるのが好ましく、同一で
あるのがより好ましい。
【０２１１】
　図８から図１０の実施形態が示すように、ウエイトの当接部の形状が、キャビティの摺
動部の形状に沿っていなくてもよい。この場合、スライド移動の可動範囲のあらゆる位置
において、ウエイトの当接部とキャビティの摺動部との接触箇所が３箇所以上であるのが
好ましい。これらの実施形態では、スライド移動の可動範囲のあらゆる位置において、こ
の接触箇所が３箇所である。３箇所以上での支持によりウエイトの姿勢が安定し、円滑な
スライドが可能となる。この場合、キャビティの壁面の曲率を略一定とする必要がなく、
キャビティの設計自由度が向上する。更に、キャビティの寸法精度が緩和される。
【０２１２】
　第１から第７実施形態では、スライド移動中におけるウエイトとキャビティとの接触は
、前記当接部と前記摺動部との接触のみである。したがって、ウエイトの着脱が容易なス
ライド機構が構成され、またカバーの押圧力により当該接触における接触圧が高まり、ウ
エイトの位置が固定される。
【０２１３】
　第１から第７実施形態では、ウエイトが、重力によりキャビティから脱落しうる状態で
キャビティに取り付けられている。よって、ウエイトの着脱及びスライドは容易である。
【０２１４】
　第１から第７実施形態では、ウエイトのスライド移動は、カバーの押圧力によって増大
した静止摩擦力のみで阻止されている。よって、ウエイトの着脱及びスライドが容易なス
ライド機構において、ウエイトをカバーによって固定することができる。この静止摩擦力
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は、ウエイトとキャビティとの接触部、及び、ウエイトとカバーとの接触部において生ず
る。
【０２１５】
　図１１（ａ）から（ｅ）に示されるように、カバーは、スライド移動における複数位置
のそれぞれでウエイトに係合するカバー係合形状を有していてもよい。また、ウエイトは
、閉状態のカバーにおいて前記カバー係合形状に係合するウエイト係合形状を有していて
もよい。カバー係合形状とウエイト係合形状との係合により、ウエイトは、スライド移動
における複数位置で固定されうる。カバーによる押圧力とこの係合との相乗効果で、ウエ
イトの固定性が高まる。また、この係合により、カバーによる押圧力が無くても、ウエイ
トがカバーによって固定されうる。前記カバー係合形状及びウエイト係合形状は限定され
ず、ウエイトの移動が規制されるような係合が生じる形状であればよい。例えば、前記カ
バー係合形状及びウエイト係合形状の一方が凸で他方が凹であってもよい。カバー形状係
合では、ウエイトのスライド方向における位置が異なる複数の凸又は凹が設けられうる。
好ましいカバー係合形状の一例は、ウエイトのスライド移動方向の複数位置に形成された
複数のカバー凹部又はカバー凸部である。好ましいウエイト係合形状の一例は、カバー凹
部又はカバー凸部に係合するウエイト凸部又はウエイト凹部である。
【０２１６】
　第２、第４、第５及び第７実施形態のように、閉状態の前記カバーにおいて、前記ウエ
イトの少なくとも一部が視認されてもよい。図２７（ａ）、（ｂ）、図２８（ａ）、（ｂ
）及び図２９（ａ）、（ｂ）でも、この視認が達成されている。この場合、カバーが閉状
態にあるときにウエイトの位置を確認することができる。ウエイトの視認を可能とする構
成として、以下が例示される。
（ａ）ウエイトの一部が外部に露出している。
（ｂ）カバーが窓部を有しており、ウエイトの一部が前記窓部から視認される。
（ｃ）カバーが透明性を有しており、ウエイトの少なくとも一部が前記カバーを通して視
認される。
（ｄ）閉状態のカバーとキャビティとの間に隙間があり、この隙間からウエイトが視認さ
れる。
【０２１７】
　構成（ａ）、（ｂ）、（ｃ）及び（ｄ）は、カバーが閉状態にあるときに成立している
。構成（ａ）、（ｂ）、（ｃ）及び（ｄ）は、ウエイトがスライド移動の可動範囲のいず
れの位置にあっても成立しているのが好ましい。第２、第４及び第５実施形態は、構成（
ａ）を備える。図２７（ａ）、（ｂ）、図２８（ａ）、（ｂ）及び図２９（ａ）、（ｂ）
の実施形態は構成（ｂ）を備える。第４実施形態も構成（ｂ）を備える。第７実施形態は
構成（ｃ）を備える。第２実施形態は構成（ｄ）を備える。
【０２１８】
　ウエイトに表示部が設けられてもよい。カバーが閉状態にあるとき外部からウエイトが
視認できる場合、ウエイトの外部から視認可能な位置に、ウエイトの表示部が設けられて
もよい。表示部は、ウエイトの少なくとも一部に設けられ、外観上識別できる部分とされ
うる。表示部として、文字、記号、線等が例示される。この線は目盛りを含む。図２６の
第７実施形態では、カバーの外側から視認できる位置に表示部ｓ１が設けられている。こ
の表示部ｓ１は線である。表示部ｓ１は、１箇所に設けられてもよいし、複数箇所に設け
られてもよい。図２６の実施形態では、１箇所の表示部ｓ１が設けられている。表示部ｓ
１により、ウエイトの位置の識別が容易となる。
【０２１９】
　ヘッド本体又はカバーに表示部が設けられてもよい。ヘッド本体の表示部は、キャビテ
ィの近傍に設けられるのが好ましい。この表示部として、文字、記号、線等が例示される
。この線は目盛りを含む。図２６の実施形態では、ヘッド本体に表示部ｓ２が設けられて
いる。この表示部ｓ２は、文字である。表示部ｓ２は、１箇所に設けられてもよいし、複
数箇所に設けられてもよい。表示部ｓ２と表示部ｓ１との位置関係を確認することで、ウ
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エイトの位置の識別性が高まる。図２６の実施形態では、表示部ｓ２が、ウエイトの位置
によって変化するヘッド性能に関する情報を含んでいる。
【０２２０】
　第２、第４及び第５実施形態が示すように、ウエイトがカバーに係合するウエイト係合
部を有しており、カバーが前記ウエイト係合部に係合するカバー係合部を有していてもよ
い。このウエイト係合部とカバー係合部との係合は、ウエイトのスライド移動の可動範囲
のあらゆる位置において維持されている。この係合は、ウエイトのスライド移動を妨げな
い。かかる係合を可能とする観点から、カバー係合部は、ウエイトのスライド移動の軌跡
に沿って延在するのが好ましい。上記実施形態では、このカバー係合部の例として、スリ
ット、凸条部及びカバーの両側のエッジが採用されている。ウエイト係合部は、ウエイト
のスライド移動におけるあらゆる位置で、カバー係合部との係合を維持するように構成さ
れている。
【０２２１】
　ウエイト係合部とカバー係合部との係合により、ウエイトがカバーから分離しないよう
に当該カバーに取り付けられている。したがって、ウエイトがキャビティから外れても、
ウエイトはカバーに保持されているため落下しない。
【０２２２】
　第５実施形態では、ウエイトが、第１姿勢と前記第１姿勢を上下反転した第２姿勢とを
採りうる。ウエイトは、前記第１姿勢と前記第２姿勢のいずれにおいても、キャビティに
おけるスライド移動を可能とする形状を有している。図３５の実施形態でも、ウエイトが
、第１姿勢と前記第１姿勢を上下反転した第２姿勢とを採りうる。上下反転により、キャ
ビティに対するウエイトの重心位置が移動しうる。すなわち、上下反転により、ヘッド本
体に対するウエイトの重心位置が移動しうる。この結果、ヘッドの重心位置が移動しうる
。ウエイトの重心位置がウエイトの対称面から外れている場合、上下反転による重心の移
動が達成されうる。
【０２２３】
　ウエイトの上下反転により、ヘッドの重心位置を変化させることができる。ウエイトの
移動によってヘッドの重心位置が調整されうるが、これにウエイトの上下反転が加わるこ
とで、ヘッドの重心位置の調整における自由度が高まる。また、ウエイトの第１部分と第
２部分とで外観（色など）を変えることで、視覚的な効果が得られうる。第５実施形態の
ように、第１部分又は第２部分のいずれかが視認される場合、この視覚的効果が高い。
【０２２４】
　カバーの幅を、両端部と中間部との間で相違させてもよい。第２及び第７実施形態のよ
うに、カバーの両端部の幅をカバーの中間部の幅より大きくしてもよい。図２７（ａ）及
び図２７（ｂ）の実施形態でも、カバーの両端部の幅がカバーの中間部の幅より大きい。
これら両端部は、カバー取付部材によりヘッド本体に固定されている。両端部の幅を大き
くすることで、カバー取付部材の近傍におけるカバーの強度及び剛性を高めることができ
る。また、第６実施形態のように、カバーの両端部の幅をカバーの中間部の幅より小さく
してもよい。図２８（ａ）及び図２８（ｂ）の実施形態でも、カバーの両端部の幅がカバ
ーの中間部の幅より小さい。この構成により、カバーの中間部において必要な幅を確保し
つつ、両端部の幅を小さくしてカバーの重量を抑制することができる。この幅は、急激に
変化してもよいし、徐々に変化してもよい。
【０２２５】
　第１から第７実施形態のように、カバーの両端部（第１端部及び第２端部）がネジでヘ
ッド本体に固定されてもよい。ネジの締め込みによりカバーからウエイトへの押圧力を高
めることができる。また、両方のネジを外すことで、カバーをヘッド本体から分離するこ
とができる。さらに第１のネジのみ外し、第２のネジは緩めることで、カバーを第２のネ
ジを中心に回転することができる（図２４参照）。よってカバーをヘッド本体から分離す
ることなく、カバーを開状態としてウエイトを動かすことができる。この場合、第２のネ
ジの軸部（雄ねじ部）を第１のネジの軸部（雄ねじ部）よりも長くすることができる。こ
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の構成により、第２のネジの頭部を浮かせた状態で第１のネジを外すことが容易となる。
【０２２６】
　図３１の実施形態のように、カバーの第１端部はネジでヘッド本体に固定され、カバー
の第２端部は蝶番で回動可能にヘッド本体に固定されてもよい。この構成では、第一端部
のネジを外すことで、カバーを回動させることができる。カバーをヘッド本体から分離さ
せることなく、容易にカバーを開閉することができる。
【０２２７】
　図３０の実施形態のように、カバーの第１端部はネジでヘッド本体に固定され、カバー
の第２端部はヘッド本体のカバー挿入部に挿入されてもよい。この場合、第１端部のネジ
を緩めて第２端部をカバー挿入部から引き抜くだけでカバーを開くことができ、この逆の
操作でカバーを閉じることもできる。
【０２２８】
　図３２の実施形態のように、カバーの両端部が蝶番で回答可能にヘッド本体に取り付け
られていてもよい。この場合、カバーの中間部がネジでヘッド本体に固定されていてもよ
い。ネジを外すだけで、カバーを弾性変形させつつカバーを開閉することが可能である。
ネジはウエイトへの押圧力を高める。
【０２２９】
　カバーは複数箇所でヘッド本体に固定されている。図３０から図３２までの実施形態で
も、カバーは、一方の端部を中心として回動可能である。この回動により、カバーをヘッ
ド本体に取り付けたままカバーを開閉することは容易である。この回動において、ヘッド
本体から離れたカバー取付部材（ネジ）は、カバーから脱落しないように構成されている
のが好ましい。
【０２３０】
　第１から第７実施形態及び図３１が示すように、カバーの第１端部が第１のカバー取付
部材によって前記ヘッド本体に固定されており、前記カバーの第２端部が第２のカバー取
付部材によって前記ヘッド本体に固定されており、前記第１のカバー取付部材を取り外し
た状態で、前記カバーが前記第２端部を中心として回動しうるように構成されていてもよ
い。第１から第７実施形態が示すように、前記第１のカバー取付部材がネジであり、前記
第２のカバー取付部材がネジであってもよい。図３１が示すように、前記第１のカバー取
付部材がネジであり、前記第２のカバー取付部材が蝶番であってもよい。
【０２３１】
　キャビティ、ウエイト又はカバーが磁性体を有していてもよい。磁性体は、例えばシー
ト状とされうる。磁性体は、例えばキャビティの底面に配置されてもよい。このキャビテ
ィとウエイトとが磁力により引きつけあってもよい。磁性体はカバーの内面に配置されて
もよい。磁性体はカバーに分散して配置されてもよい。カバーとウエイトとが磁力により
引きつけあってもよい。磁力により、カバーが開いたときのウエイトの脱落が防止されう
る。
【０２３２】
　ゴルフクラブヘッドを含むキットは、カバー取付部材にアクセスしうるアクセスツール
を有していてもよい。このアクセスツールは、例えばネジを回すことができるツールとさ
れうる。このアクセスツールが磁性体を有していてもよい。このアクセスツールが、磁力
によりウエイトと引きつけあってもよい。この磁力により、カバーを開けることなく、ウ
エイトを移動させることができる。カバーにスリット又は溝を設けてもよく、このスリッ
ト又は溝に沿ってアクセスツールを移動させることで、前記磁力によるウエイトの移動が
達成されてもよい。この場合、溝はカバーを貫通していなくてもよい。ウエイトに触れる
こと無く、ウエイトを移動することが可能である。
【０２３３】
　弾性体は、第１実施形態において例示的に示されているが、他の実施形態にも適用され
うる。弾性体は、カバーの押圧力により接触圧が高まる部位に弾性体が設けられているの
が好ましい。弾性体により、ウエイトの動きを規制する効果が高まる。また、ウエイトの
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ガタツキが抑制される。この接触圧が高まる部位として、カバーとウエイトとの接触面、
及び、ウエイトとキャビティとの接触面が例示される。カバーの少なくとも一部が弾性体
であってもよいし、ウエイトの少なくとも一部が弾性体であってもよいし、キャビティの
少なくとも一部が弾性体であってもよい。弾性体は独立していてもよい。これらの構成は
、カバー、ウエイト又はキャビティの材質自体が弾性体である場合を含む。弾性体が独立
していない場合、弾性体が単独で脱落することが防止される。弾性体は、塗装のような薄
い膜であってもよい。好ましくは、弾性体は層として設けられる。弾性体が、ウエイト係
合形状と係合する弾性体係合形状を有していてもよい。
【０２３４】
　弾性体の材質として、エラストマーが例示される。エラストマーとして、熱硬化性エラ
ストマー及び熱可塑性エラストマーが例示される。熱硬化性エラストマーとして、ゴムが
例示される。熱可塑性エラストマーとして、ポリスチレン系エラストマー（ＴＰＳ）、オ
レフィン／アルケン系エラストマー（ＴＰＯ）、ポリ塩化ビニル系エラストマー（ＴＰＶ
Ｃ）、ポリウレタン系エラストマー（ＴＰＵ）、ポリエステル系エラストマー（ＴＰＥＥ
又はＴＰＣ）及びポリアミド系エラストマー（ＴＰＡＥ）が例示される。
【０２３５】
　キャビティの深さは一定であってもよいし、一定でなくてもよい。すなわち、キャビテ
ィの深さは変化していてもよい。ヘッドは、自由曲面を外面とする三次元形状を有してい
る。このヘッドに、曲率が一定の曲面（円錐面等）を有するキャビティを形成し、且つキ
ャビティの幅を一定とする観点からは、キャビティの深さを変化させるのが好ましい。キ
ャビティの深さは、ウエイトのスライド移動に垂直な断面において測定される。この深さ
は、当該断面において、キャビティの上端を構成する２つのエッジを結ぶ線分に垂直な方
向に沿って測定される。
【０２３６】
　第１から第７実施形態では、カバーはヘッド本体から分離しうる。２つのネジをヘッド
本体から外すことで、カバーはヘット本体から分離する。この場合例えば、カバーを交換
することができる。異なる重量のカバーに交換することで、ヘッド重量が調整されうる。
また、カバーとウエイトとの合計重量を同一としつつカバーとウエイトとの両方を交換す
ることで、ヘッド重量を変えずにヘッド重心の位置を調整することができる。
【０２３７】
　ウエイトは、複数の部材から構成されていてもよい。第２、第３及び第５実施形態では
、ウエイトは３つの部材から構成されている。これらの実施形態では、ウエイト本体を構
成する２つの分割体と、これらの分割体を結合する結合部材とを有している。第４実施形
態では、ウエイトは２つの部材から構成されている。ウエイトを複数の部材から構成する
ことで、カバーとウエイトとを分離不能に係合させることが容易となる。
【０２３８】
　第５実施形態及び図３５の実施形態のように、ウエイトが上下対称の形状とされてもよ
い。この場合、上記第１部材と上記第２部材との間で重量が相違してもよい。この重量の
相違は、材料比重、中空部の有無及び体積、ポーラスの有無及び比率、等により達成され
うる。上述の通り、この上下対称の形状はウエイトの上下反転した使用を可能とし、重心
調整の効果を奏する。
【０２３９】
　第４及び第５実施形態、及び、図２７（ａ）から図２９（ｂ）の実施形態のように、カ
バーの少なくとも１つのスリットを設けてもよい。このスリットはカバーを軽量化し、余
剰重量を創出しうる。またこのスリットは、カバーの外側からのウエイトの視認を可能と
する。
【０２４０】
　ウエイトの内部に、センサが設けられてもよい。このセンサとして、３軸加速度センサ
等の加速度センサ、ジャイロセンサ（角速度センサ）、ＧＰＳセンサ、６軸センサ等が例
示される。ＧＰＳは、グローバル・ポジショニング・システムの略である。このセンサに
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より、スイング又はヘッド挙動が計測されうる。
【０２４１】
　カバーの材質として、金属及び非金属が例示される。成形性及び開閉時の操作性を考慮
すると、非金属が好ましい。非金属として樹脂が例示される。カバーの比重は、ヘッド本
体の比重によりも小さいのが好ましい。カバーを軽くすることでえられた余剰重要をヘッ
ド本体に配分することで、ヘッド本体の設計自由度が高まる。
【０２４２】
　重心調整の自由度の観点から、前記スライド移動におけるウエイト重心の実可動距離は
、２０ｍｍ以上が好ましく、３０ｍｍ以上がより好ましく、４０ｍｍ以上がより好ましい
。ヘッド体積の制約を考慮すると、この実可動距離は、１２０ｍｍ以下が好ましく、１１
０ｍｍ以下がより好ましく、１００ｍｍ以下がより好ましい。この実可動距離は、ウエイ
ト重心のスライド移動の軌跡に沿った道のり距離である。
【０２４３】
　トウ－ヒール方向におけるヘッド重心の調整の観点から、前記スライド移動におけるウ
エイト重心のトウ－ヒール方向における可動距離は、１５ｍｍ以上が好ましく、２５ｍｍ
以上がより好ましく、３５ｍｍ以上がより好ましい。ヘッド体積の制約を考慮すると、こ
の可動距離は、１１５ｍｍ以下が好ましく、１０５ｍｍ以下がより好ましく、９５ｍｍ以
下がより好ましい。
【０２４４】
　フェース－バック方向におけるヘッド重心の調整の観点から、前記スライド移動におけ
るウエイト重心のフェース－バック方向における可動距離は、５ｍｍ以上が好ましく、７
ｍｍ以上がより好ましく、１０ｍｍ以上がより好ましい。ヘッド体積の制約を考慮すると
、この可動距離は、８０ｍｍ以下が好ましく、７０ｍｍ以下がより好ましく、６０ｍｍ以
下がより好ましい。
【０２４５】
　重心深度を増やす観点からは、前記スライド移動において変化するフェースセンターＦ
ｃとウエイトの重心との距離の最小値は、２０ｍｍ以上が好ましく、２５ｍｍ以上がより
好ましく、３０ｍｍ以上がより好ましい。ヘッド体積の制約を考慮すると、前記スライド
移動において変化するフェースセンターＦｃとウエイトの重心との距離の最大値は、１１
０ｍｍ以下が好ましく、１０５ｍｍ以下がより好ましく、１００ｍｍ以下がより好ましい
。
【０２４６】
　上述した実施形態に関して、以下の付記を開示する。
［付記１］
　キャビティを備えたヘッド本体と、
　前記キャビティに取り外し可能に取り付けられているウエイトと、
　前記ヘッド本体に開閉可能に取り付けられ、閉状態では前記キャビティの少なくとも一
部を覆うカバーと、
を有しており、
　前記ウエイトが、前記キャビティ内におけるスライド移動が可能な状態で前記キャビテ
ィに取り付けられており、
　前記閉状態において、前記カバーが、前記ウエイトに押圧力を付与しているゴルフクラ
ブヘッド。
［付記２］
　前記ウエイトが、当接部を有しており、
　前記キャビティが、前記当接部に当接する摺動部を有しており、
　前記スライド移動では、前記当接部が前記摺動部に対してスライドする付記１に記載の
ゴルフクラブヘッド。
［付記３］
　前記キャビティが、前記ウエイトをスライドさせるためのスライド溝を構成しており、
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　前記ウエイトが、前記スライド溝におけるスライド移動が可能な形状を有している付記
２に記載のゴルフクラブヘッド。
［付記４］
　前記当接部が、第１当接部及び第２当接部を有しており、
　前記摺動部が、前記第１当接部に当接する第１摺動部と、前記第２当接部に当接する第
２摺動部とを有しており、
　前記第１当接部が、前記ウエイトの第１の側面であり、
　前記第２当接部が、前記ウエイトの第２の側面であり、
　前記第１摺動部が、前記スライド溝の第１の側面であり、
　前記第２摺動部が、前記スライド溝の第２の側面である付記３に記載のゴルフクラブヘ
ッド。
［付記５］
　前記当接部の形状が、前記摺動部の形状に沿っておらず、
　前記スライド移動の可動範囲のあらゆる位置において、前記当接部と前記摺動部との接
触箇所が３箇所以上である付記２に記載のゴルフクラブヘッド。
［付記６］
　前記スライド移動中における前記ウエイトと前記キャビティとの接触が、前記当接部と
前記摺動部との接触のみである付記２から５のいずれか１項に記載のゴルフクラブヘッド
。
［付記７］
　前記ウエイトが、前記カバーが前記開状態であるときに重力により前記キャビティから
脱落しうる状態で前記キャビティに取り付けられている付記１から６のいずれか１項に記
載のゴルフクラブヘッド。
［付記８］
　前記ウエイトの前記スライド移動が、前記押圧力によって増大した静止摩擦力のみで阻
止されている付記１から７のいずれか１項に記載のゴルフクラブヘッド。
［付記９］
　前記カバーが、前記スライド移動における複数位置のそれぞれで前記ウエイトに係合す
るカバー係合形状を有しており、
　前記ウエイトが、前記閉状態の前記カバーにおいて前記カバー係合形状に係合するウエ
イト係合形状を有している付記１から８のいずれか１項に記載のゴルフクラブヘッド。
［付記１０］
　前記カバーが前記閉状態にあるとき、前記ウエイトの少なくとも一部が視認されうる付
記１から９のいずれか１項に記載のゴルフクラブヘッド。
［付記１１］
　前記カバーが前記閉状態にあるとき、前記ウエイトの一部が外部に露出している付記１
０に記載のゴルフクラブヘッド。
［付記１２］
　前記カバーが窓部を有しており、
　前記カバーが前記閉状態にあるとき、前記スライド移動の可動範囲のあらゆる位置にお
いて、前記ウエイトの一部が前記窓部から視認される付記１０に記載のゴルフクラブヘッ
ド。
［付記１３］
　前記カバーの少なくとも一部が透明性を有しており、
　前記カバーが前記閉状態にあるとき、前記スライド移動の可動範囲のあらゆる位置にお
いて、前記ウエイトの少なくとも一部が前記カバーを通して視認される付記１０に記載の
ゴルフクラブヘッド。
［付記１４］
　前記ウエイトが、前記カバーに係合するウエイト係合部を有しており、
　前記カバーが、前記ウエイト係合部に係合するカバー係合部を有しており、
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　前記ウエイト係合部と前記カバー係合部との係合が、前記スライド移動の可動範囲のあ
らゆる位置において維持されており、
　前記ウエイト係合部と前記カバー係合部との係合により、前記ウエイトが前記カバーか
ら分離しないように前記カバーに取り付けられている付記１から１３のいずれか１項に記
載のゴルフクラブヘッド。
［付記１５］
　前記ウエイトが、第１姿勢と前記第１姿勢を上下反転した第２姿勢とのいずれにおいて
も前記スライド移動を可能とする形状を有している付記１から１４のいずれか１項に記載
のゴルフクラブヘッド。
［付記１６］
　前記上下反転により、前記ヘッドの重心位置が変化する付記１５に記載のゴルフクラブ
ヘッド。
［付記１７］
　前記押圧力により接触圧が高まる部位に弾性体が設けられている付記１から１６のいず
れか１項に記載のゴルフクラブヘッド。
［付記１８］
　前記カバーの第１端部が第１のカバー取付部材によって前記ヘッド本体に固定されてお
り、
　前記カバーの第２端部が第２のカバー取付部材によって前記ヘッド本体に固定されてお
り、
　前記第１のカバー取付部材を取り外した状態で、前記カバーが前記第２端部を中心とし
て回動しうる付記１から１７のいずれか１項に記載のゴルフクラブヘッド。
［付記１９］
　前記第１のカバー取付部材がネジであり、
　前記第２のカバー取付部材がネジである付記１８に記載のゴルフクラブヘッド。
［付記２０］
　前記第１のカバー取付部材がネジであり、
　前記第２のカバー取付部材が蝶番である付記１８に記載のゴルフクラブヘッド。
［付記２１］
　キャビティを備えたヘッド本体と、
　前記キャビティに取り外し可能に取り付けられているウエイトと、
　前記ヘッド本体に開閉可能に取り付けられ、閉状態では前記キャビティの少なくとも一
部を覆うカバーと、
を有しており、
　前記ウエイトが、前記キャビティ内におけるスライド移動が可能な状態で前記キャビテ
ィに取り付けられており、
　前記カバーが、前記スライド移動における複数位置のそれぞれで前記ウエイトに係合し
うるカバー係合形状を有しており、
　前記ウエイトが、前記閉状態の前記カバーにおける前記カバー係合形状に係合するウエ
イト係合形状を有しているゴルフクラブヘッド。
［付記２２］
　前記カバー係合形状が、前記スライド移動における複数位置に形成された複数のカバー
凹部又はカバー凸部であり、
　前記ウエイト係合形状が、前記カバー凹部又はカバー凸部に係合するウエイト凸部又は
ウエイト凹部である付記２１に記載のゴルフクラブヘッド。
［付記２３］
　キャビティを備えたヘッド本体と、
　前記キャビティに置かれているウエイトと、
　前記ヘッド本体に開閉可能に取り付けられ、閉状態では前記キャビティの少なくとも一
部を覆うカバーと、
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を有しており、
　前記ウエイトが、前記キャビティ内におけるスライド移動が可能な状態で前記キャビテ
ィに置かれており、
　前記閉状態において、前記カバーが、前記ウエイトに押圧力を付与しているゴルフクラ
ブヘッド。
【符号の説明】
【０２４７】
　１００、２００、３００、４００、５００、６００、７００・・・ヘッド
　ｈ１、ｈ２、ｈ３、ｈ４、ｈ５、ｈ６、ｈ７・・・ヘッド本体
　ｃ１、ｃ２、ｃ３、ｃ４、ｃ５、ｃ６、ｃ７・・・カバー
　ｖ１、ｖ２、ｖ３、ｖ４、ｖ５、ｖ６、ｖ７・・・キャビティ
　ｗ１、ｗ２、ｗ３、ｗ４、ｗ５、ｗ６、ｗ７・・・ウエイト
　１１６・・・第１当接部（当接部）
　１１８・・・第２当接部（当接部）
　１３０・・・第１摺動部（摺動部）
　１３２・・・第２摺動部（摺動部）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】



(46) JP 2021-151381 A 2021.9.30

【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】
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【図２７】 【図２８】

【図２９】 【図３０】

【図３１】
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【図３２】 【図３３】

【図３４】 【図３５】
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【図３６】 【図３７】
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